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一　

は
じ
め
に

　

拙
稿
で
は
石
水
博
物
館
所
蔵
の
「
川
喜
田
家
文
書
」
を
使
用
し
、
会
計
基

立
金
徴
収
に
お
け
る
伊
勢
商
人
の
応
募
額
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た）

1
（

。
こ
れ

は
、
明
治
新
政
府
（
以
下
、
新
政
府
）
が
、
そ
の
樹
立
を
目
指
す
た
め
に
財

政
基
盤
構
築
の
経
済
政
策
と
し
て
京
都
・
大
坂
・
東
京
の
豪
商
に
対
し
打
ち

出
し
た
御
用
金
調
達
に
向
け
た
方
策
で
あ
っ
た
。
伊
勢
商
人
の
会
計
基
立
金

へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、
郷
土
史
研
究
と
拙
稿
以
外
で
は
、
こ
れ
ま
で
三
重

県
編
（
一
九
九
八
）『
三
重
県
史 

資
料
編
』
や
北
島
編
（
一
九
六
二
）『
江

戸
商
業
と
伊
勢
店
』
の
な
か
で
「
長
谷
川
家
文
書
」
を
使
用
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
た）

2
（

。

　

拙
稿
で
は
、
と
く
に
伊
勢
商
人
に
よ
る
会
計
基
立
金
の
応
募
額
と
そ
の
メ

ン
バ
ー
、
さ
ら
に
は
上
納
ま
で
の
経
緯
を
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
伊
勢

商
人
の
な
か
で
津
商
人
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
津
グ
ル
ー
プ
）
と
松
坂
商
人
グ

ル
ー
プ
（
以
下
、
松
坂
グ
ル
ー
プ
）
の
商
家
か
ら
の
応
募
額
を
明
ら
か
に
し

た
。
幕
末
期
に
お
い
て
各
グ
ル
ー
プ
の
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る
有
力
な
豪
商
が

協
力
し
て
先
導
し
、
高
額
な
応
募
額
を
上
納
し
て
い
た
こ
と
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。
応
募
額
の
回
収
責
任
者
と
し
て
会
計
官
御
用
掛
（
以
下
、
御

用
掛
）
に
は
、
津
グ
ル
ー
プ
で
は
田
中
治
郎
左
衛
門
家
（
以
下
、
田
中
家
）

と
川
喜
田
久
太
夫
家
（
以
下
、
川
喜
田
家
）、
松
坂
グ
ル
ー
プ
で
は
小
津
清

左
衛
門
家
（
以
下
、
小
津
家
）
と
長
谷
川
次
郎
兵
衛
家
（
以
下
、
長
谷
川
家
）

が
任
命
さ
れ
て
い
た）

3
（

。

　

会
計
基
立
金
の
応
募
額
と
上
納
額
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
お
い
て
あ
ま

り
深
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た）

4
（

。
拙
稿
の
津
グ
ル
ー
プ
の
分
析
で
は
、
当
初
の

応
募
と
そ
の
の
ち
上
納
し
た
額
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、「
川
喜
田
家
文
書
」
に
は
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
応
募
額
が
記
録
さ
れ
て

い
た
た
め
、
北
島
前
掲
書
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
再
検
討
し
た
。
北
島
前
掲
書

で
は
、
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
長
谷
川
家
の
応
募
額
で
あ
る
一
万
両
と
上
納
額
の

幕
末
維
新
期
御
用
金
調
達
に
関
わ
る
伊
勢
商
人
小
津
清
左
衛
門
家
の
一
齣

末　

田　

智　

樹＊

＊
人
文
学
部
教
授
―
経
済
地
理
学
・
日
本
経
営
史
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二
二
〇
〇
両
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
筆

者
は
前
掲
『
三
重
県
史 

資
料
編
』
の
翻
刻
資
料
に
基
づ
い
て
、
長
谷
川
家

と
小
津
家
の
上
納
額
と
上
納
時
期
を
見
い
だ
し
、
両
家
と
も
に
二
二
〇
〇
両

を
三
回
に
分
け
て
上
納
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た）

5
（

。
し
か
し
な
が
ら
、

長
谷
川
・
小
津
両
家
以
外
の
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
上
納
額
に
つ
い
て
は
判
明
し

な
か
っ
た
た
め
に
今
後
の
課
題
と
し
た
。

　

伊
勢
商
人
の
応
募
額
は
、
紀
州
藩
の
飛
び
地
で
あ
っ
た
松
坂
、
お
よ
び
津

藩
の
城
下
町
で
あ
っ
た
安
濃
津
と
そ
の
周
辺
の
村
（
浦
）
々
の
豪
商
か
ら
八

万
両
以
上
に
達
し
て
い
た
。
し
か
も
、
応
募
額
の
上
納
時
期
が
両
グ
ル
ー
プ

で
異
な
っ
て
二
回
以
上
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
や
、
当
初
の
応
募
額
の
す
べ

て
は
上
納
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
津
グ
ル
ー
プ
で
は
、
応

募
し
た
額
の
四
万
七
五
〇
〇
両
の
う
ち
一
万
九
五
八
〇
両
を
上
納
し
て
い
た
。

こ
の
応
募
・
上
納
額
に
つ
い
て
は
、
津
・
松
坂
の
両
グ
ル
ー
プ
以
外
の
白
子

（
紀
州
藩
の
飛
び
地
）
な
ど
の
他
の
伊
勢
商
人
の
グ
ル
ー
プ
を
あ
わ
せ
る
と
、

さ
ら
に
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る）

6
（

。

　

同
時
期
に
伊
勢
商
人
は
新
政
府
の
み
な
ら
ず
旧
幕
府
・
諸
藩
に
対
す
る
御

用
金
の
対
応
に
も
追
わ
れ
、
各
家
の
経
営
は
多
大
な
損
害
を
被
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
を
背
景
に
各
家
で
は
、
幕
末
維
新
の
変
動
期
に
よ
る
経
営
危
機
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
家
政
改
革
を
進
め
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
日
本
三
大
商
人
」
と
呼
称
さ
れ
る
伊
勢
商
人
の
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
動

向
を
探
る
こ
と
は
、
商
業
経
営
史
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

こ
れ
を
受
け
て
本
稿
で
は
、
拙
稿
の
津
グ
ル
ー
プ
の
会
計
基
立
金
徴
収
へ

の
対
応
に
対
し
、
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
動
向
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

　

第
二
章
で
は
、
拙
稿
で
課
題
と
な
っ
て
い
た
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
上
納
額
と

そ
の
時
期
を
中
心
に
解
き
明
か
し
た
い
。
上
述
の
よ
う
に
小
津
家
と
長
谷
川

家
の
上
納
額
に
関
し
て
は
翻
刻
資
料
か
ら
確
認
で
き
た
が
、
拙
稿
で
触
れ
た

松
坂
グ
ル
ー
プ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

筆
者
は
「
小
津
家
文
書
」
と
「
長
谷
川
家
文
書
」
の
会
計
基
立
金
に
関
す
る

史
料
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
前
者
よ
り
「
明
治
元
年
戊
辰
九
月 

会
計
上
納

金
元
帳 

松
坂
御
用
掛
中
」（
以
下
、
本
史
料
）
を
発
見
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

今
回
は
小
津
家
の
本
史
料
を
分
析
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
調
査
で
「
小
津
家
文
書
」
か
ら
は
会
計
基
立
金
に
関
わ
る
史

料
を
ほ
か
に
も
数
多
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
本
稿
で
も
使
用
し
、

ま
た
今
後
も
こ
れ
ら
を
分
析
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
小

津
家
に
関
す
る
翻
刻
資
料
を
調
べ
た
結
果
、
前
掲
『
三
重
県
史 

資
料
編
』

と
松
阪
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九
八
三
）『
松
阪
市
史 

史
料
篇
』
に
幕

末
維
新
期
を
含
め
た
重
要
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た）

7
（

。

　

そ
こ
で
第
三
章
で
は
、「
小
津
家
文
書
」の
ほ
か
前
掲『
三
重
県
史 

資
料
編
』

と
前
掲
『
松
阪
市
史 

史
料
篇
』
に
お
け
る
新
政
府
の
御
用
金
調
達
に
関
わ

る
資
料
も
活
用
し
、
当
該
期
の
小
津
家
の
動
向
を
探
っ
て
お
き
た
い
。
会
計

基
立
金
に
関
し
て
は
、
北
島
前
掲
書
や
拙
稿
に
お
い
て
「
長
谷
川
家
文
書
」

に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
小
津
家
に
つ
い
て
は
断
片
的

に
述
べ
ら
れ
て
き
た
程
度
で
、
所
蔵
史
料
か
ら
は
学
術
的
に
分
析
さ
れ
て
い

な
い）

8
（

。

　

拙
稿
で
は
、
会
計
基
立
金
の
応
募
額
よ
り
津
グ
ル
ー
プ
の
田
中
家
と
川
喜
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田
家
、
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
小
津
家
と
長
谷
川
家
の
四
家
が
、
幕
末
維
新
期
伊

勢
商
人
の
両
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
有
力
な
豪
商
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

小
津
家
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
長
谷
川
家
と
同
様
に
一
万

両
の
最
高
応
募
額
で
あ
り
、
同
金
額
は
津
グ
ル
ー
プ
の
田
中
家
と
あ
わ
せ
て

三
家
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
家
に
次
ぐ
川
喜
田
家
は
七
〇
〇
〇
両
で
当
時

の
四
大
豪
商
と
位
置
づ
け
で
き
、
ま
た
松
坂
グ
ル
ー
プ
で
は
三
井
家
を
除
き

小
津
家
、
長
谷
川
家
、
長
井
嘉
左
衛
門
家
（
以
下
、
長
井
家
）
が
三
大
豪
商

で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
な
お
、
最
後
の
長
井
家
の
応
募
額
は
二
〇

〇
〇
両
で
あ
っ
た）

9
（

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
小
津
家
を

分
析
す
る
意
義
は
頗
る
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

松
坂
商
人
グ
ル
ー
プ
の
会
計
基
立
金
の
応
募
額
と
上
納
額

　

松
坂
グ
ル
ー
プ（
十
八
家
）の
応
募
額
に
つ
い
て
は
拙
稿
で
示
し
た
が
、「
小

津
家
文
書
」
よ
り
発
見
し
た
会
計
基
立
金
に
関
す
る
本
史
料
か
ら
も
明
ら
か

に
な
る
た
め
、
上
納
額
と
あ
わ
せ
て
表
1
に
作
成
し
た
。

　

拙
稿
で
示
し
た
応
募
額
の
一
覧
と
同
じ
く
、
本
史
料
で
も
最
初
の
小
津
家

の
あ
と
に
長
谷
川
家
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
応
募
額
に
つ
い
て
最
初
に
確
認

し
て
お
く
が
、
両
家
と
も
に
上
述
し
た
よ
う
に
一
万
両
で
あ
っ
た
。
そ
の
次

が
長
井
家
の
二
〇
〇
〇
両
で
あ
っ
た
。
史
料
の
記
載
で
は
長
井
家
に
続
く
商

家
は
応
募
額
の
高
低
差
の
順
番
通
り
で
な
く
、
竹
内
佳
次
郎
家
の
一
五
〇
〇

両
、
小
津
新
兵
衛
家
の
一
七
〇
〇
両
、
松
嶋
吉
右
衛
門
の
五
〇
〇
両
で
あ
っ

た
。
そ
の
の
ち
の
最
高
額
が
乾
善
太
郎
家
、
服
部
源
三
郎
家
、
中
井
平
右
衛

門
家
の
一
二
〇
〇
両
で
、
小
津
家
と
長
谷
川
家
が
飛
び
抜
け
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
合
計
の
応
募
額
は
三
万
六
二
〇
〇
両
で
表
1
の

メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
も
拙
稿
の
一
覧
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
な
か
か
ら

ど
の
程
度
が
上
納
さ
れ
て
い
た
か
は
従
来
不
明
瞭
で
あ
っ
た）

10
（

。

　

そ
の
上
納
額
を
確
認
し
て
い
く
と
、
ま
ず
二
二
〇
〇
両
の
小
津
家
と
長
谷

川
家
は
拙
稿
で
分
析
し
た
通
り
で
あ
っ
た
。
残
り
の
十
六
家
に
関
し
て
は
、

小
津
新
兵
衛
家
の
一
三
五
〇
両
、
長
井
家
が
一
三
〇
〇
両
で
続
き
、
そ
の
次

の
乾
善
太
郎
家
・
服
部
源
三
郎
家
・
中
井
平
右
衛
門
家
に
つ
い
て
は
一
二
〇

〇
両
の
応
募
額
に
対
し
四
回
に
分
け
て
全
納
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

な
お
、
川
上
源
十
郎
家
と
古
森
善
右
衛
門
家
は
、
一
〇
〇
〇
両
の
応
募
額
に

対
し
五
〇
〇
両
ず
つ
の
二
回
で
全
納
し
て
い
た
。
御
用
掛
で
あ
っ
た
津
グ

ル
ー
プ
の
田
中
・
川
喜
田
両
家
と
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
小
津
・
長
谷
川
両
家
の

四
家
を
比
べ
た
場
合
に
は
、
田
中
家
が
四
五
〇
〇
両
、
川
喜
田
家
が
二
八
五

〇
両
を
上
納
し
て
お
り
、
小
津
・
長
谷
川
両
家
が
最
も
低
額
で
あ
っ
た）

11
（

。

　

そ
こ
で
、
松
坂
グ
ル
ー
プ
が
応
募
し
た
総
額
三
万
六
二
〇
〇
両
に
占
め
る

上
納
額
一
万
七
六
〇
〇
両
の
割
合
を
把
握
し
て
お
く
と
49
％
で
あ
っ
た
。
応

募
額
に
占
め
る
上
納
額
の
割
合
を
商
家
ご
と
に
み
て
お
く
と
、
納
入
率
100
％

が
十
一
家
確
認
で
き
る
。
小
津
・
長
谷
川
両
家
は
22
％
で
、
こ
れ
以
下
で
は

10
％
の
岡
本
家
も
あ
っ
た
が
、
当
初
の
応
募
額
が
多
額
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

小
津
・
長
谷
川
両
家
の
上
納
額
の
割
合
は
低
い
。
こ
の
松
坂
グ
ル
ー
プ
に
対

し
て
拙
稿
で
示
し
た
津
グ
ル
ー
プ
（
十
七
家
）
は
、
応
募
額
四
万
七
五
〇
〇

両
に
占
め
る
上
納
額
一
万
九
五
八
〇
両
の
割
合
は
41
％
で
あ
っ
た
。
し
た
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姓　名 応募額 上納額 上納時期
1 小津清左
衛門

10,000両 1,000両
600両
600両

辰  6月25日
辰  9月
巳  2月  2日

計2,200両
2 長谷川次
郎兵衛

10,000両 1,000両
600両
600両

辰  6月25日
辰  9月
巳  2月

計2,200両
3 長井嘉左
衛門

2,000両 500両
300両
300両
200両

辰  8月 晦 日
辰  9月29日
辰11月  8日
巳  2月  2日

計1,300両
4 竹内佳次
郎

1,500両 400両
300両
200両
150両

辰  8月 晦 日
辰  9月29日
辰11月  9日
巳  2月  2日

計1,050両
5 小津新兵
衛

1,700両 500両
500両
200両
150両

辰  8月 晦 日
辰  9月29日
辰11月  9日
巳  2月  2日

計1,350両
6 松嶋吉右
衛門

500両 250両
250両

辰  9月 朔 日
辰  9月27日

計500両
7 河口平助 200両 200両 辰  8月13日

計200両
8 乾善太郎 1,200両 300両

400両
200両
300両

辰  8月 晦 日
辰  9月26日
辰10月25日
巳  2月  2日

計1,200両
9 服部源三
郎

1,200両 300両
400両
200両
300両

辰  8月 晦 日
辰  9月26日
辰10月25日
巳  2月  2日

計1,200両

表1　松坂商人グループの応募額・上納額・上納時期

姓　名 応募額 上納額 上納時期
10 中井平右
衛門

1,200両 500両
300両
200両
200両

辰  8月 晦 日
辰  9月25日
辰10月25日
巳  2月  2日

計1,200両
11 渡辺六兵
衛

700両 350両
350両

辰  8月 晦 日
辰  9月25日

計700両
12 乾嘉十郎 500両 200両

300両
辰  8月 晦 日
辰  9月26日

計500両
13 長井三郎
兵衛

1,000両 100両
100両
200両

辰  8月 晦 日
辰  9月26日
巳  2月  2日

計400両
14 岡本六兵
衛

1,000両 100両 辰  8月 晦 日

計100両
15 西川平右
衛門

700両 100両
600両

辰  8月 晦 日
辰10月 朔 日

計700両
16 川上源十
郎

1,000両 500両
500両

辰  9月26日
巳 正 月26日

計1,000両
17 古森善右
衛門

1,000両 500両
500両

辰  9月26日
巳 正 月26日

計1,000両
18 富山小左
衛門

800両 300両
200両
300両

辰  9月26日
辰10月25日
巳  2月  2日

計800両
合　計 36,200両 17,600両

出所） 「明治元年戊辰9月 会計上納金元帳 松坂御用掛中」（小津家
文書G9）より作成。
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が
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
納
入
率
が
高
か
っ
た
。
津

グ
ル
ー
プ
で
は
100
％
納
入
し
た
商
家
は
平
井
七
郎
兵
衛
家
（
五
〇
〇
両
）
の

一
家
の
み
で
あ
っ
た
が
、
松
坂
・
津
両
グ
ル
ー
プ
の
四
大
豪
商
で
は
田
中
家

が
45
％
、
川
喜
田
家
が
41
％
と
小
津
・
長
谷
川
両
家
と
比
べ
て
高
か
っ
た）

12
（

。

　

さ
て
、
拙
稿
で
は
津
グ
ル
ー
プ
の
上
納
に
関
し
て
は
分
割
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
通
り
、
表
1
か
ら
松
坂
グ
ル
ー
プ
で
も
同
様
で

あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
上
納
は
一
括
で

は
な
く
一
〜
四
回
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
小
津
・
長
谷
川
両
家
の
一
八
六
八

年
（
慶
応
四
）
六
月
の
上
納
が
一
番
早
く
、
そ
の
あ
と
は
同
年
八
月
よ
り
翌

一
八
六
九
年
（
明
治
二
）
二
月
の
間
で
上
納
さ
れ
て
い
た
。
拙
稿
で
は
津
グ

ル
ー
プ
が
七
月
（
も
し
く
は
八
月
）
と
十
一
月
の
二
回
で
あ
っ
た
の
対
し
、

松
坂
グ
ル
ー
プ
は
さ
ら
に
上
納
期
間
が
長
く
、
一
八
六
九
年
二
月
ま
で
み
ら

れ
る
こ
と
が
大
き
な
違
い
で
あ
っ
た）

13
（

。

　

表
2
の
「
伊
勢
」
と
「
四
日
市
」
は
、
沢
田
（
一
九
六
六
）
が
指
摘
し
た

伊
勢
商
人
の
上
納
額
と
上
納
時
期
で
あ
る
。
沢
田
は
明
治
初
期
の
財
政
資
料

よ
り
会
計
基
立
金
の
地
域
別
上
納
額
を
月
ご
と
に
作
成
し
て
お
り
、
そ
こ
か

ら
「
伊
勢
」
と
「
四
日
市
」
の
部
分
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、

筆
者
が
明
ら
か
に
し
た
拙
稿
の
津
グ
ル
ー
プ
と
本
稿
の
松
坂
グ
ル
ー
プ
を
あ

わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
沢
田
の
「
伊
勢
」「
四
日
市
」
と
津
・
松
坂
グ
ル
ー

プ
の
上
納
額
と
一
致
す
る
月
は
六
月
の「
伊
勢
」と
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
小
津
・

長
谷
川
両
家
が
納
め
た
二
〇
〇
〇
両
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
八

六
九
年
（
明
治
二
）
二
月
の
「
伊
勢
」
の
四
〇
〇
〇
両
が
松
坂
グ
ル
ー
プ
の

一
・
二
月
の
合
計
と
一
致
す
る
な
ど
、
そ
の
ほ
か
に
も
近
似
し
た
額
の
月
も

確
認
で
き
る
。
ま
た
、
閏
四
月
の
三
〇
〇
〇
両
を
除
い
て
、
す
べ
て
が
上
述

し
た
六
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
間
の
上
納
で
あ
っ
た
こ
と
は
津
グ
ル
ー
プ

と
松
坂
グ
ル
ー
プ
を
あ
わ
せ
た
形
で
み
て
と
れ
る
。
津
グ
ル
ー
プ
の
一
万
九

五
八
〇
両
と
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
一
万
七
六
〇
〇
両
を
足
す
と
三
万
七
一
八
〇

表2　伊勢商人の月別の上納額

年　月 伊　勢 四日市 津グループ 松坂グループ
1868年 2月
〃  3月
〃  4月
〃 閏 4月  3,000両
〃  5月
〃  6月  2,000両  3,000両  2,000両
〃  7月  9,000両  8,200両
〃  8月  4,950両  4,450両  3,550両
〃  9月  6,600両 25,000両  5,950両
〃 10月  9,100両 30,000両  1,400両
〃 11月  3,500両 15,300両  6,930両    700両
〃 12月    200両

1869年 1月  1,000両
〃  2月  4,000両  3,000両
合　計 42,350両 73,300両 19,580両 17,600両

出所） 沢田章（1966）『明治財政の基礎的研究（復刻）』柏書房、92・93・95・96頁、末田智樹（2023）「明治
新政府の会計基立金募集による伊勢商人の応募額―石水博物館所蔵『川喜田家文書』の分析―」『中部
大学人文学部研究論集』第49号、10頁の表2および本稿の表1より作成。
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両
で
、「
伊
勢
」
の
四
万
二
三
五
〇
両
に
近
い
上
納
額
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
両
グ
ル
ー
プ
に
白
子
グ
ル
ー
プ
や
櫛
田
川

グ
ル
ー
プ
を
合
算
す
る
と
、
沢
田
が
示
し
た
「
伊
勢
」
と
「
四
日
市
」
に
一

致
す
る
上
納
額
・
月
が
出
て
く
る
可
能
性
は
十
分
想
定
で
き
よ
う）

14
（

。

　

以
上
、
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
応
募
額
と
上
納
額
・
時
期
に
つ
い
て
拙
稿
の
津

グ
ル
ー
プ
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
津
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
田

中
・
川
喜
田
両
家
以
外
で
は
中
条
瀬
兵
衛
家
の
一
七
〇
〇
両
、
杉
野
伊
右
衛

門
家
の
一
二
〇
〇
両
、
富
岡
太
郎
兵
衛
家
の
一
一
〇
〇
両
、
林
喜
兵
衛
家
の

一
〇
〇
〇
両
、
矢
田
新
五
郎
家
の
一
〇
〇
〇
両
、
杉
岡
卯
右
衛
門
家
の
一
〇

〇
〇
両
と
、
松
坂
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
く
一
〇
〇
〇
両
以
上
の
上
納
者
が
も
ち

ろ
ん
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
伊
勢
商
人
に
と
っ
て
も
会
計
基
立
金
の

徴
収
自
体
が
旧
幕
府
・
藩
へ
の
御
用
金
対
応
の
な
か
で
新
た
に
浮
上
し
た
難

題
と
し
て
重
荷
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
松
坂
グ

ル
ー
プ
の
み
な
ら
ず
伊
勢
商
人
全
体
に
お
い
て
も
指
折
り
の
豪
商
と
さ
れ
、

同
時
期
に
旧
支
配
体
制
の
御
用
商
人
で
あ
っ
た
小
津
家
と
長
谷
川
家
の
上
納

額
は
両
家
と
も
に
二
二
〇
〇
両
と
振
る
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

両
家
は
松
坂
グ
ル
ー
プ
で
は
最
高
額
で
あ
っ
た
も
の
の
、
応
募
額
の
一
万
両

の
う
ち
五
分
の
一
強
で
あ
り
、
津
グ
ル
ー
プ
の
川
喜
田
家
よ
り
も
低
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
津
・
長
谷
川
両
家
が
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
一
、
二

を
争
う
豪
商
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
や
は
り
両
家
と
も
二
二
〇
〇

両
以
上
の
金
額
を
上
納
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か）

15
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
幕
末
維
新
期
の
小
津
・
長
谷
川
両
家
の
動
向
を
探
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
長
谷
川
家
に
つ
い
て
は
紀
州
藩
や
幕
府
に
対
す
る
御
用
金
関
係

を
含
め
北
島
前
掲
書
の
研
究
が
あ
る）

16
（

。
こ
の
北
島
前
掲
書
を
受
け
て
分
析
が

加
え
ら
れ
た
大
喜
多
（
二
〇
一
七
）『
伊
勢
商
人
と
江
戸
店
』
に
よ
れ
ば
、

幕
末
期
の
長
谷
川
家
は
経
営
不
振
と
さ
れ
、
か
つ
火
災
に
よ
る
店
・
土
蔵
の

焼
失
に
よ
り
存
亡
の
危
機
に
陥
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
長
谷
川
家
で
は

江
戸
店
の
従
業
員
が
主
導
し
て
松
坂
の
本
・
分
家
の
賄
金
の
減
額
な
ど
の
要

請
が
あ
り
、
本
・
分
家
は
生
計
費
の
倹
約
に
努
め
た
結
果
、
危
機
を
脱
し
て

い
た
と
い
う
。
他
方
、
北
島
前
掲
書
に
は
長
谷
川
家
の
経
営
状
態
の
問
題
で

は
な
く
、
新
政
府
に
対
し
て
は
幕
府
や
紀
州
藩
に
受
け
た
苦
い
経
験
が
あ
り
、

新
政
府
の
将
来
性
へ
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
井
・
小

野
・
島
田
な
ど
の
よ
う
な
政
商
化
の
道
を
歩
む
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

な
か
っ
た
と
す
る
見
解
が
み
ら
れ
る）

17
（

。

　

小
津
家
に
関
し
て
は
、
北
島
前
掲
書
の
よ
う
な
長
谷
川
家
の
史
料
に
基
づ

く
本
格
的
な
研
究
は
み
ら
れ
な
く
、
大
喜
多
前
掲
書
の
研
究
が
み
ら
れ
る
の

み
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
拙
稿
で
示
し
た
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
応
募
額

や
表
1
の
史
料
で
最
初
に
記
さ
れ
る
小
津
家
の
幕
末
維
新
期
の
御
用
金
調
達

と
、
そ
れ
に
関
わ
る
動
向
に
つ
い
て
先
行
研
究
・
資
料
も
活
用
し
つ
つ
探
っ

て
い
こ
う
。

三　

小
津
清
左
衛
門
家
の
動
向

（
一
）
小
津
清
左
衛
門
家
の
創
業
と
経
営
発
展

　

小
津
家
の
先
祖
は
中
世
の
阿
波
国
の
豪
族
で
あ
っ
た
三
好
氏
と
さ
れ
る
。

一
族
の
う
ち
小
津
家
初
代
に
あ
た
る
三
好
隼
人
佐
長
年
は
、
伊
勢
国
司
北
畠
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家
の
一
族
で
あ
る
木
造
家
に
出
仕
し
て
い
た
が
、
一
五
八
四
年（
天
正
十
二
）

九
月
に
羽
柴
秀
吉
と
の
合
戦
（
戸
木
の
夜
戦
）
で
討
ち
死
に
し
た
。
そ
の
時

に
は
長
年
の
妻
は
妊
娠
七
か
月
で
あ
り
、
伊
勢
国
河
崎
の
伯
父
森
嶋
覚
左
衛

門
を
頼
っ
て
寄
宿
し
、
翌
一
五
八
五
年
（
天
正
十
三
）
春
男
子
を
出
生
し
た

と
い
う
。
こ
の
男
子
は
覚
左
衛
門
の
猶
子
と
し
て
森
嶋
九
郎
次
郎
を
名
乗
り
、

母
と
と
も
に
一
六
二
二
年
（
元
和
八
）
松
坂
西
町
に
来
住
し
、
本
姓
の
三
好

姓
を
隠
し
森
嶋
与
次
太
夫
長
継
（
小
津
家
二
代
目
）
と
称
し
た）

18
（

。

　

長
継
の
次
男
で
一
六
二
五
年
（
寛
永
二
）
生
ま
れ
の
太
郎
次
郎
が
紙
商
小

津
（
現
今
の
小
津
グ
ル
ー
プ
）
の
創
業
者
、
小
津
清
左
衛
門
長
弘
と
な
る
。

小
津
家
三
代
目
の
長
弘
は
母
方
の
親
類
で
あ
る
京
都
の
呉
服
商
で
あ
っ
た
斎

藤
小
兵
衛
の
養
子
と
な
り
、
同
家
の
江
戸
本
石
町
の
呉
服
店
で
修
業
し
た
。

京
都
の
斎
藤
家
に
男
子
が
あ
っ
た
た
め
、
長
弘
は
養
子
縁
組
の
解
消
を
求
め
、

一
六
四
二
年
（
寛
永
十
九
）
十
二
月
二
十
日
に
江
戸
を
出
立
し
た
。
長
弘
は
、

そ
の
途
中
の
同
月
二
十
七
日
に
桑
名
で
旅
宿
し
た
際
に
吉
日
と
い
う
こ
と
で

元
服
し
清
左
衛
門
と
改
名
し
た
。
長
弘
は
翌
一
六
四
三
年
（
寛
永
二
十
）
三

月
に
江
戸
へ
戻
り
、
大
伝
馬
町
名
主
役
の
佐
久
間
善
八
紙
店
に
て
斎
藤
清
左

衛
門
と
し
て
勤
め
は
じ
め
た）

19
（

。

　

そ
の
後
、
一
六
五
三
年
（
承
応
二
）
に
佐
久
間
家
の
手
代
井
上
仁
左
衛
門

が
郷
里
の
信
州
へ
帰
国
す
る
た
め
、
自
ら
の
紙
店
の
譲
り
渡
し
を
主
人
善
八

に
相
談
し
た
う
え
で
長
弘
に
持
ち
掛
け
た
が
資
金
不
足
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

長
弘
は
、
実
弟
虎
之
助
（
の
ち
与
次
兵
衛
）
が
勤
め
る
大
伝
馬
町
一
丁
目
で

木
綿
店
を
営
む
小
津
三
重
郎
（
三
十
郎
宗
心
）
に
金
策
を
依
頼
し
た
。
三
十

郎
は
、
主
家
で
あ
っ
た
同
町
同
丁
目
の
木
綿
商
小
津
三
郎
右
衛
門
道
休
に
懇

請
し
た
。
三
郎
右
衛
門
は
松
坂
の
小
津
一
族
の
本
家
当
主
で
、
本
居
宣
長
の

曾
祖
父
に
あ
た
る
人
物
で
あ
り
、
当
時
江
戸
に
三
店
舗
の
木
綿
店
を
出
店
し

繁
盛
し
て
い
た
。
長
弘
は
三
郎
右
衛
門
よ
り
金
二
〇
〇
両
の
融
通
を
受
け
た

の
ち
井
上
の
紙
店
を
一
三
〇
両
で
譲
り
受
け
、
あ
わ
せ
て
店
の
印
「
久
」
と

屋
号
「
小
津
屋
」
の
使
用
を
許
さ
れ
、
斎
藤
を
改
め
て
大
伝
馬
町
一
丁
目
の

角
地
に
紙
店
「
小
津
屋
」
を
開
業
し
た）

20
（

。

　

そ
の
の
ち
長
弘
は
武
州
川
越
か
ら
妻
を
迎
え
て
家
業
を
順
調
に
発
展
さ
せ
、

小
津
三
十
郎
の
養
子
と
な
り
孫
太
夫
と
名
を
改
め
て
い
た
前
述
し
た
弟
の
与

次
兵
衛
を
取
り
戻
し
、
一
六
八
四
年（
貞
享
元
）五
月
に
名
跡
と
家
督
を
譲
っ

た
。
こ
の
四
代
目
の
清
左
衛
門
長
生
が
、
兄
か
ら
引
き
継
い
だ
江
戸
店
を
一

層
発
展
さ
せ
、
一
六
九
七
年
（
元
禄
十
）
に
小
津
屋
の
東
隣
の
店
を
買
い
取

り
、
こ
こ
に
木
綿
店
を
出
す
べ
く
翌
年
正
月
に
木
綿
仲
間
に
敷
金
一
五
〇
両

を
添
え
て
出
願
し
受
理
さ
れ
た
。
同
年
四
月
に
木
綿
店
を
開
設
し
、
以
後
、

紙
と
木
綿
を
主
要
商
品
と
し
た
。
そ
の
う
え
、
一
七
〇
六
年
（
宝
永
三
）
ま

で
に
大
伝
馬
町
一
丁
目
の
角
地
一
帯
を
所
有
す
る
こ
と
で
、
江
戸
二
店
舗
の

経
営
体
制
を
確
立
し
た）

21
（

。

　

一
七
〇
七
年
（
宝
永
四
）
に
二
十
七
歳
で
小
津
家
五
代
目
と
な
っ
た
清
左

衛
門
長
康
は
、
四
代
目
小
津
清
兵
衛
の
娘
と
結
婚
し
た
。
清
兵
衛
家
の
初
代

は
、
松
坂
近
郊
の
小
津
村
か
ら
一
五
八
八
年
（
天
正
十
六
）
に
松
坂
職
人
町

に
移
住
し
た
油
屋
源
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
源
右
衛
門
が
小
津
姓
を

名
乗
っ
て
か
ら
、
小
津
を
家
名
と
す
る
人
が
多
く
出
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

清
兵
衛
家
は
本
居
宣
長
の
先
祖
で
あ
る
小
津
三
郎
右
衛
門
家
と
姻
族
関
係
で

あ
り
、
清
左
衛
門
家
は
こ
こ
に
初
め
て
小
津
家
と
姻
戚
関
係
が
で
き
た
の
で
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あ
る
。
長
康
は
発
展
し
て
き
た
小
津
家
を
さ
ら
に
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た

め
、
一
七
一
三
年
（
正
徳
三
）
に
祖
父
長
弘
が
残
し
た
「
掟
書
」
を
基
本
と

し
て
江
戸
店
な
ら
び
に
本
家
店
等
の
諸
規
則
の
「
定
」
十
二
ヶ
条
を
制
定
し

た
。
次
の
六
代
目
と
な
っ
た
清
左
衛
門
長
郷
が
、
一
七
五
四
年
（
宝
暦
四
）

に
紀
州
藩
か
ら
初
め
て
十
五
人
扶
持
が
授
け
ら
れ
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た）

22
（

。

　

七
代
目
清
左
衛
門
長
保
は
、
一
七
八
四
年
（
天
明
四
）
六
月
に
江
戸
本
町

四
丁
目
の
大
橋
又
太
夫
紙
店
を
四
一
五
四
両
で
買
い
取
り
、
大
橋
屋
太
郎
次

郎
と
称
し
て
紙
店
（
の
ち
向
店
と
呼
称
）
の
営
業
を
開
始
し
、
紙
店
二
・
木

綿
店
一
の
三
店
体
制
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
小
津
清
左
衛
門
家
の
江
戸
店

は
発
展
し
、
江
戸
中
期
に
は
江
戸
を
代
表
す
る
紙
問
屋
に
な
っ
た）

23
（

。
そ
の
後
、

小
津
家
は
一
七
九
四
年
（
寛
政
六
）
よ
り
一
八
三
四
年
（
天
保
五
）
ま
で
に

八
代
目
清
左
衛
門
長
年
、
九
代
目
清
左
衛
門
長
澄
、
十
代
目
清
左
衛
門
長
堯

に
受
け
継
が
れ
、
江
戸
後
期
に
お
い
て
十
一
代
目
清
左
衛
門
長
柱
が
登
場
し
、

幕
末
維
新
の
動
乱
期
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
に
な
る）

24
（

。

（
二
）
幕
末
期
の
小
津
清
左
衛
門
家
と
御
用
金

　

一
八
一
一
年
（
文
化
八
）
生
ま
れ
の
十
一
代
目
長
柱
は
九
代
目
で
あ
っ
た

長
澄
の
甥
で
名
を
貫
之
助
と
い
い
、
一
八
三
六
年
（
天
保
七
）
九
月
に
実
家

の
筒
井
孝
伯
家
か
ら
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
、長
澄
の
長
女
に
あ
た
る
鹿（
志

賀
）
の
後
夫
と
な
っ
た
。
貫
之
助
は
、
一
八
四
〇
年
（
天
保
十
一
）
四
月
に

清
左
衛
門
長
柱
と
改
名
し
家
督
を
継
い
だ）

25
（

。

　

長
柱
は
家
督
相
続
後
の
同
年
十
月
に
紀
州
藩
よ
り
八
十
五
人
扶
持
を
賜
り
、

御
為
替
御
用
・
正
米
問
屋
元
締
・
銀
札
役
所
御
用
な
ど
を
勤
め
て
い
る
。
一

八
五
八
年
（
安
政
五
）
二
月
に
は
魚
町
組
大
年
寄
を
拝
命
し
、
一
八
六
七
年

（
慶
応
三
）
四
月
の
大
年
寄
廃
止
ま
で
勤
め
て
い
る）

26
（

。

　

天
保
期
以
降
の
小
津
家
の
動
向
に
つ
い
て
は
大
喜
多
（
二
〇
一
五
）
の
研

究
が
あ
り
、以
下
を
指
摘
し
て
い
る
。老
中
水
野
忠
邦
の
天
保
の
改
革
に
よ
っ

て
株
仲
間
の
解
散
が
命
じ
ら
れ
、
嘉
永
期
（
一
八
四
八
〜
一
八
五
四
）
に
小

津
家
の
江
戸
店
は
江
戸
に
お
け
る
紙
問
屋
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
。
こ
の
時
期
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
関
係
の
売
買
証
文
か
ら
長
谷

川
家
ほ
ど
深
刻
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
論
じ
る
。
一
八
五
五
年（
安
政
二
）

十
月
二
日
に
起
こ
っ
た
江
戸
地
震
や
一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
十
一
月
十
五

日
に
生
じ
た
大
火
に
よ
っ
て
江
戸
店
の
損
害
は
大
き
か
っ
た
も
の
の
、
毎
年

の
利
益
の
な
か
よ
り
五
〇
〇
両
ず
つ
積
み
立
て
て
き
た
「
勢
要
株
」
か
ら
支

出
し
た
た
め
に
、
長
谷
川
家
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に
は
陥
ら
な
か
っ
た
と

い
う）

27
（

。

　

一
方
、
幕
府
の
財
政
難
か
ら
伊
勢
商
人
の
有
力
商
人
へ
の
御
用
金
に
関
し

て
は
、
小
津
家
で
は
一
八
五
四
年
（
嘉
永
七
）
に
四
三
〇
〇
両
、
一
八
六
六

年
（
慶
応
二
）
に
一
万
三
〇
〇
〇
両
を
上
納
し
、
こ
れ
以
外
に
も
一
八
五
九

年
（
安
政
六
）
に
江
戸
城
の
本
丸
御
殿
が
全
焼
し
た
た
め
に
再
建
普
請
に
三

〇
〇
両
を
上
納
し
た
。
ま
た
紀
州
藩
の
御
用
金
で
は
、
一
七
九
一
年
（
寛
政

三
）
に
藩
の
改
革
仕
法
の
た
め
小
津
・
殿
村
両
家
で
二
万
五
〇
〇
〇
両
、
一

八
六
三
年
（
文
久
三
）
の
天
誅
組
騒
動
鎮
圧
の
た
め
の
二
〇
〇
〇
両
な
ど
、

一
八
三
七
年
（
天
保
八
）
よ
り
一
八
六
八
年
（
明
治
元
）
ま
で
に
合
計
一
万

六
〇
〇
〇
両
を
上
納
し
て
い
た
記
録
が
残
る）

28
（

。

　

ほ
か
に
小
津
家
の
史
料
に
は
、
一
八
六
八
年
（
慶
応
四
）
に
津
藩
へ
の
貸
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上
金
と
し
て
五
万
八
一
四
〇
両
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
二
万
四

一
四
〇
両
が
返
納
さ
れ
て
い
る
も
の
の
三
万
四
○
○
○
両
の
残
高
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
大
蔵
省
が
引
き
受
け
、
新
公
債
証
書
で
下
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
既
述
の
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
）
の
一
万
三
〇
〇
〇
両
に
つ

い
て
は
幕
府
か
ら
は
返
納
さ
れ
ず
、
大
蔵
省
に
請
願
が
出
さ
れ
て
い
た
も
の

の
採
納
し
て
も
ら
え
ず
全
額
の
損
失
と
な
っ
た）

29
（

。

　

長
柱
は
、
家
督
を
相
続
し
た
翌
年
の
一
八
四
一
年
（
天
保
十
二
）
一
月
か

ら
日
記
を
書
き
は
じ
め
て
お
り
、
明
治
初
期
ま
で
続
け
て
い
る
。
現
在
そ
の

翻
刻
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
松
阪
市
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
〇
六
）
の

解
題
で
は
、
長
柱
の
日
記
は
私
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
は
公
的
性
格
の
記
録

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
幕
末
維
新
の
動
乱
期
は
、
江
戸
店
持
ち
の
商
人

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
時
期
で
あ
っ
た
が
、
小
津
本
家
は
江
戸
三
店
と

連
絡
を
密
に
取
り
合
い
、
軽
々
し
く
政
治
的
に
動
く
こ
と
を
せ
ず
、
商
売
一

筋
に
精
を
出
す
方
針
を
取
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
形
で

紀
州
藩
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
小
津
家
に
と
っ
て
は
、
傾
い
て
い
く
古
い
勢

力
と
新
し
く
興
っ
て
く
る
勢
力
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
長
柱
の
心
労
は
大
き

か
っ
た）

30
（

。

（
三
）
新
政
府
の
御
用
金
に
関
わ
る
小
津
家
の
動
向

　

会
計
基
立
金
に
つ
い
て
は
、
小
津
家
の
史
料
に
一
八
六
八
年
（
慶
応
四
）

閏
四
月
五
日
か
ら
の
動
向
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
月
九
日
に
は
「
名
代
五

人
長
井
利
八
、
長
谷
川
善
九
郎
、
竹
内
仁
兵
衛
、
小
津
現
八
、
小
津
善
三
郎

京
都
エ
発
足
、
十
三
日
会
計
御
用
係
り
被
申
付
廿
三
日
帰
国
ス
、
長
谷
川
、

小
津
御
用
掛
頭
取
被
申
付
、
是
ヨ
リ
度
々
両
家
ノ
代
理
上
京
、
御
用
金
差
出

シ
太
政
官
金
札
ヲ
請
取
リ
流
通
ス
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
小
津
家
が
長
谷

川
家
と
並
ん
で
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
御
用
掛
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
御
用
金
と
の

交
換
に
お
い
て
金
札
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る）

31
（

。

　

こ
の
の
ち
前
章
（
表
1
）
で
み
た
よ
う
に
小
津
家
は
二
二
〇
〇
両
を
納
め
、

そ
の
時
期
は
一
八
六
八
年
（
慶
応
四
）
六
月
の
一
〇
〇
〇
両
、
九
月
の
六
〇

〇
両
と
一
八
六
九
年
（
明
治
二
）
二
月
の
六
〇
〇
両
で
あ
っ
た
。
二
回
目
の

九
月
か
ら
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
背
景
を
探
っ
て
い
こ
う）

32
（

。

　

会
計
基
立
金
の
調
達
は
、
拙
稿
と
前
章
で
み
た
よ
う
に
一
八
六
八
年
（
慶

応
四
）
閏
四
月
に
京
都
・
大
坂
・
近
江
・
伊
勢
方
面
の
商
人
へ
向
け
ら
れ
た

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
調
達
は
、
東
京
に
お
い
て
も
同
年
八
月
二
十
六

日
に
明
治
天
皇
の
東
京
へ
の
行
幸
と
し
て
「
東
幸
御
用
金
」
の
名
目
で
進
め

ら
れ
た）

33
（

。
す
な
わ
ち
、
こ
の
な
か
に
小
津
清
左
衛
門
家
が
含
ま
れ
て
い
た
こ

と
が
、
伊
勢
に
お
け
る
会
計
基
立
金
の
上
納
額
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
の
御
用
金
の
募
集
額
は
八
十
六
万
両
で
あ
っ
た
。
内
訳
に
つ
い
て
は
三

井
家
（
八
郎
右
衛
門
、
次
郎
右
衛
門
、
元
之
助
、
三
郎
助
、
喜
左
衛
門
の
各

名
義
）
が
三
〇
万
両
、
鹿
嶋
家
（
清
兵
衛
、
清
左
衛
門
、
利
右
衛
門
、
利
助
）

が
一
五
万
両
、
小
津
清
左
衛
門
家
が
六
万
両
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
三
谷
三
九

郎
、
小
野
善
助
、
村
越
庄
左
衛
門
、
島
田
八
郎
左
衛
門
、
川
村
伝
左
衛
門
、

青
地
四
郎
左
衛
門
、
大
和
屋
三
郎
左
衛
門
の
七
家
が
各
五
万
両
で
あ
っ
た）

34
（

。

　

八
六
万
両
の
募
集
額
に
対
し
上
納
額
は
三
井
家
が
五
万
両
、
鹿
嶋
家
が
一

万
両
、
小
津
家
が
一
万
五
〇
〇
〇
両
、
島
田
家
と
小
野
家
が
各
五
〇
〇
〇
両
、



幕末維新期御用金調達に関わる伊勢商人小津清左衛門家の一齣

（10）

10

三
谷
・
村
越
・
川
村
・
青
地
・
大
和
屋
が
各
一
〇
〇
〇
両
の
合
計
九
万
両
で

あ
っ
た
。
大
き
く
不
足
し
て
い
た
た
め
に
新
政
府
は
、
新
た
に
伊
藤
八
兵
衛
、

榎
本
六
兵
衛
、
小
林
吟
次
郎
、
杉
村
甚
兵
衛
、
西
村
七
右
衛
門
、
加
太
八
兵

衛
の
六
家
へ
上
納
を
命
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
伊
藤
が
四
万
六
〇
〇
〇
両
、

他
の
五
家
が
一
万
両
の
合
計
九
万
六
〇
〇
〇
両
を
調
達
で
き
た
に
す
ぎ
な

か
っ
た）

35
（

。
小
津
家
の
順
位
を
み
て
お
く
と
、
当
初
の
募
集
額
が
三
井
家
と
鹿

嶋
家
の
一
族
に
次
い
で
三
番
目
、
上
納
額
も
三
井
と
伊
藤
家
に
次
い
で
三
番

目
で
あ
り
、
小
野
家
や
島
田
家
よ
り
上
位
に
位
置
し
て
い
た）

36
（

。

　

こ
こ
で
、
小
津
家
に
残
る
史
料
か
ら
一
万
五
〇
〇
〇
両
の
上
納
状
況
を
み

て
お
こ
う）

37
（

。

（
1
）　

　
　

差
上
申
御
請
書
之
事

一
今
般

　

 

御
一
新
之
折
柄
厚
御
趣
意
之
趣
難
有
恐
入
御
貸
上
ケ
金
壱
万
五
千
両

上
納
仕
候
段
奉
申
上
候
処
、
格
別
之
訳
御
宥
免
御
聞
済
被
成
下
難
有

奉
存
候
、
就
而
者
右
金
上
納
方
之
儀
者

　
　

一
金
五
千
両　
　
　

当
九
月
十
六
日

　
　

一
金
五
千
両　
　
　

当
九
月
晦
日

　
　

一
金
五
千
両　
　
　

来
十
一
月
晦
日

　

 

右
之
通
日
割
聊
無
相
違
上
納
可
仕
候
、
仍
之
御
請
書
奉
差
上
候
処
、

仍
而
如
件

　

慶
応
四
辰
年　
　
　
　
　
　
　
　

大
伝
馬
町
一
丁
目

　
　
　
　

九
月
十
三
日　
　
　
　
　

家
持　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勢
州
住
宅
ニ
付

　

東
京
府　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
支
配
人

　
　

御
裁
判
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
兵
衛

　

史
料
（
1
）
か
ら
第
一
に
小
津
家
で
は
、
特
別
の
事
情
で
六
万
両
か
ら
一

万
五
○
○
○
両
に
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る）

38
（

。
第
二
に
は
、
大
幅
に
減
額

さ
れ
た
一
万
五
○
○
○
両
の
上
納
さ
え
も
三
回
に
分
割
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

み
て
と
れ
る
。
そ
れ
で
も
一
万
両
は
九
月
中
で
、
残
り
の
五
〇
〇
〇
両
は
十

一
月
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
第
三
に
は
、
大
伝
馬
町
一
丁
目

の
江
戸
店
を
構
え
る
家
持
の
十
一
代
目
清
左
衛
門
長
柱
が
伊
勢
に
在
住
し
て

い
た
め
、
江
戸
店
支
配
人
の
仁
兵
衛
が
江
戸
で
の
会
計
基
立
金
の
上
納
を
担

当
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
小
津
家
に
よ
る
松
坂
に
お

け
る
九
月
の
上
納
額
が
六
〇
〇
両
と
、
六
月
の
上
納
額
一
○
○
○
両
と
比
べ

て
減
額
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
松
坂
の
長
柱
と

江
戸
店
の
仁
兵
衛
と
の
密
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る）

39
（

。

　

新
政
府
は
前
述
の
「
東
幸
御
用
金
」
が
不
成
績
に
終
わ
っ
た
た
め
に
、
別

の
手
段
に
よ
る
資
金
調
達
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
商
法
司
は
、
一
八

六
八
年
（
慶
応
四
）
閏
四
月
二
十
五
日
に
会
計
官
中
に
設
け
ら
れ
た
。
本
司

は
京
都
に
あ
り
、
大
坂
に
支
署
を
置
い
て
い
た
が
、
東
京
は
未
開
設
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
新
政
府
は
同
年
九
月
初
め
に
東
京
に
お
い
て
、
太
政
官
札
の

貸
付
け
に
よ
る
正
金
の
回
収
策
の
組
織
で
あ
っ
た
商
法
司
を
拡
充
す
る
た
め
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に
設
置
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
九
月
十
二
日
に
は
、
東
京
市
中
の
豪
商
の
な
か

か
ら
鹿
嶋
清
兵
衛
、
竹
原
文
右
衛
門
、
田
中
治
郎
左
衛
門
、
小
津
清
左
衛
門

を
「
会
計
官
附
属
商
法
知
司
事
」、
ま
た
三
井
家
よ
り
斎
藤
専
蔵
と
三
野
村

利
左
衛
門
、
小
野
家
よ
り
行
岡
庄
兵
衛
を
そ
れ
ぞ
れ
「
会
計
官
附
属
商
法
知

司
事
補
」、
三
井
家
よ
り
永
田
甚
七
を
「
会
計
官
附
属
商
法
判
司
事
」
に
任

命
し
た）

40
（

。
こ
れ
に
関
し
て
は
「
小
津
家
文
書
」
の
な
か
に
「
写
」
で
は
あ
る

が
、
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
以
下
に
示
し
て
お
こ
う）

41
（

。

（
2
）於

東
京
被
仰
渡
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

会
計
官
附
属
商
法
知
司
事
申
付
候
事

　
　

九
月
十
二
日

今
般
会
計
官
御
用
掛
申
付
候
ニ
付
而
者
、
代
勤
差
出
候
分
ハ
十
人
扶
持

被
下
、
主
人
江
別
段
十
人
扶
持
被
下
候
事

主
人
江
者
二
十
人
扶
持
被
下
置
候
事

一
苗
字
帯
刀
申
付
候
事

右
之
通
名
当
ヲ
以
申
付
候
ニ
付
而
者
、
銘
々
厚
朝
廷
御
主
意
ヲ
体
認
シ
、

商
法
筋
取
調
精
々
勉
強
致
シ
、
追
々
人
民
安
堵
物
価
平
均
商
法
繁
致
候

様
尽
力
可
致
候
、
尤
商
法
筋
之
儀
者
従
来
商
人
之
職
掌
ニ
候
間
、
自
然

心
得
違
之
儀
共
無
之
様
屹
与
可
相
守
候
事

　
　

九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
府　

印

　

会
計
官
附
属
商
法
知
司
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
嶋
清
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
原
文
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
次
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

　

同
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
井
八
郎
右
衛
門
名
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
野
村
利
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
井
組
名
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
専
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
善
助
名
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
岡
庄
兵
衛

　

同
判
司
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
井
組
名
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
田
甚
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門
名
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
川
仁
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
次
郎
左
衛
門
名
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
嘉
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

今
般
申
諭
之
趣
相
弁
御
用
途
之
内
江
金
子
差
出
申
候
ニ
付
、
為
御
褒
美

米
百
五
拾
俵
被
下
置
候
事
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九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
府　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

御
東
幸
ニ
付
御
用
相
弁
候
旨
ヲ
以
此
度
相
改
テ
苗
字
帯
刀
申
付
候
事

　
　

九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
府　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

金
子
御
下
ケ
済
之
年
ヨ
リ
永
代
七
人
半
扶
持
被
下
候
事

　
　

九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
府　

印

米
百
五
拾
俵

　
　

印

東
京
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

右
写
之
通
江
戸
表
店
名
代
江
向
蒙
仰
候
段
、
当
月
十
四
日
出
ヲ
以
申
来

リ
候
ニ
付
不
取
敢
御
届
奉
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門　

無
印

　

こ
の
史
料
か
ら
第
一
に
は
、
東
京
府
か
ら
「
会
計
官
附
属
商
法
知
司
事
」

に
任
命
さ
れ
た
主
人
の
代
わ
り
に
勤
め
る
名
代
に
十
人
扶
持
、
各
主
人
に
は

別
に
十
人
扶
持
を
あ
わ
せ
た
二
十
人
扶
持
が
下
さ
れ
て
い
た
こ
と
、ま
た「
苗

字
帯
刀
」
が
許
可
さ
れ
た
。
第
二
に
は
、
こ
の
任
命
に
よ
っ
て
新
政
府
の
主

要
な
意
図
を
十
分
会
得
し
た
う
え
で
商
業
活
動
を
把
握
・
調
整
し
つ
つ
力
の

限
り
励
む
こ
と
で
、
民
衆
の
生
活
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
物
価
の
不
均
衡
を

な
く
し
商
業
活
動
自
体
を
繁
盛
さ
せ
る
よ
う
に
尽
力
す
る
こ
と
、
か
つ
商
業

活
動
の
振
興
や
収
税
業
務
は
従
来
商
人
の
職
務
で
あ
り
、
特
別
な
努
力
を
せ

ず
に
常
日
頃
の
心
得
で
あ
る
た
め
間
違
え
る
こ
と
な
く
守
る
こ
と
が
申
し
付

け
ら
れ
て
い
た
。
第
三
に
は
、「
会
計
官
附
属
商
法
判
司
事
」
に
は
永
田
甚

七
以
外
に
小
津
家
か
ら
前
川
仁
兵
衛
、
田
中
家
か
ら
橋
本
嘉
兵
衛
が
任
命
さ

れ
て
い
た）

42
（

。
小
津
清
左
衛
門
は
上
納
金
の
代
わ
り
に
御
褒
美
米
と
し
て
一
五

〇
俵
が
下
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
明
治
天
皇
の
「
御
東
幸
」
の
た
め
再
び
新

し
く
「
苗
字
帯
刀
」
を
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
太
政
官
札
（
金
札
）
が
下
付
さ

れ
た
年
よ
り
永
代
七
人
半
扶
持
が
下
さ
れ
た
こ
と
わ
か
る）

43
（

。

　

そ
の
太
政
官
札
に
つ
い
て
は
、
新
政
府
と
し
て
は
東
京
の
主
立
っ
た
豪
商

に
正
金
一
〇
〇
両
に
つ
き
金
札
一
二
〇
両
の
割
で
太
政
官
札
を
下
付
し
て
太

政
官
札
の
流
通
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
豪
商
か
ら
納
入
さ
れ
た
正

金
を
政
府
財
政
の
使
途
に
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
が
会
計
基
立
金
の
新

た
な
調
達
方
法
で
あ
っ
た
。
東
京
に
お
け
る
商
法
会
社
は
、
ま
ず
政
府
が
必

要
と
す
る
用
途
金
の
繰
替
拠
出
に
応
ず
る
豪
商
を
組
織
す
る
こ
と
を
大
き
な

目
的
と
し
た）

44
（

。
東
京
市
中
の
江
戸
店
で
展
開
す
る
小
津
家
と
津
グ
ル
ー
プ
か

ら
田
中
家
が
選
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
小
津
家
で
は
東
京
に
お
い
て
も
調

達
金
を
捻
出
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
一
八
六
八
年
（
明
治
元
）
十
一
月
四
日
に
東
京
府
に
お
い
て
、
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東
京
市
中
の
代
表
的
商
人
四
十
四
家
に
対
し「
商
法
会
所
元
締
頭
取
」と「
商

法
会
所
元
締
」
の
任
命
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
元
締
頭
取
に
は
小
津
家
と
田
中

家
、
元
締
に
は
松
坂
グ
ル
ー
プ
よ
り
は
長
谷
川
家
、
小
津
与
右
衛
門
家
、
津

グ
ル
ー
プ
よ
り
は
川
喜
田
家
、
中
条
瀬
兵
衛
家
、
ま
た
白
子
グ
ル
ー
プ
よ
り

は
久
住
五
左
衛
門
家
が
選
ば
れ
て
い
た）

45
（

。

　

こ
の
の
ち
商
法
司
か
ら
通
商
司
の
シ
ス
テ
ム
へ
転
換
が
図
ら
れ
て
い
く
が
、

こ
の
時
期
に
小
津
家
が
任
命
さ
れ
た
役
職
を
表
3
に
示
し
た
。
小
津
家
が
、

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
十
三
ほ
ど
の
役
職
に
就
い
て
い
た
こ
と
や
前

述
の
転
換
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
な
か
で
、
以
下
に
「
小
津
家
文
書
」
か
ら

七
つ
（
表
3
の
2
・
4
・
5
・
8
・
9
・
10
・
13
）
を
紹
介
し
て
お
き
た
い）

46
（

。

（
3
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

会
計
官
附
属
商
法
知
司
事
申
付
候
事

　
　

九
月
十
二
日

（
4
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

会
計
官
為
替
方
御
用
申
付
候
事

　
　

辰
十
二
月　

（
5
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

会
計
官
御
用
出
精
相
勤
一
段
之
事
ニ
付
為
替
方
頭
取
並
申
付
候
事

　
　

巳
正
月　

会
計
官
印

（
6
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

通
商
司
為
替
会
社
并
御
貸
附
方
頭
取
並
申
付
候
事

　
　

巳
五
月　

会
計
官

表3　明治初期における11代小津清左衛門長柱の役職の変遷

1 慶応  4年  4月13日任命 会計御基金御用掛
2 明治元年  9月12日任命 会計官附属商法知司事
3 明治元年11月  4日任命 商法会所元締頭取
4 明治元年12月14日任命 会計官為替方
5 明治  2年  1月24日任命 為替方頭取並
6 明治  2年  3月  2日任命 開墾会社総頭取
7 明治  2年  4月任命 商法取締頭取
8 明治  2年  5月24日任命 通商司為替会社並御貸付方頭取並
9 明治  2年  6月任命 通商司為替会社並御貸付方頭取並被免更惣頭取
10 明治  2年  7月  9日任命 東京通商会社・商社頭取並
11 明治  2年12月任命 東京為替会社総頭取
12 明治  4年初め頃任命 東京商社総頭取並
13 明治  4年10月 商社元方出納方役
出所） 岩崎宏之（1972）「明治維新期の東京における商人資本の動向―東京商社を中心にして―」西山松之

助編『江戸町人の研究 第1巻』吉川弘文館、財団法人三井文庫編（1977）『三井事業史 資料篇2』同文
庫、247～ 281頁、小津330年史編纂委員会編（1983）『小津330年のあゆみ』株式会社小津商店、77
～ 80頁、松阪市史編さん委員会編（1983）『松阪市史 第12巻 史料篇 近世（2）経済』勁草書房、276
～ 278頁、松阪古文書研究会編（2006）『小津清左衛門長柱日記（1）』松阪市教育委員会文化課郷土資
料室、133頁、小西良明（小津史料館）編（2021）『江戸大傳馬町壱丁目 松坂商人関係人名録―系譜・
屋敷図・諸問屋仲間組合他―』株式会社小津商店、11～ 12・182～ 188頁、本稿の注記（46）の「小
津家文書」より作成。

備考） 長柱は、明治4年6月に家督を12代清左衛門長篤に譲ったため、13のみ本表の表題と異なる。また、
役職名については、文献・史料によって若干異なる場合があることを付記しておく。
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表4　明治2年12月民部省通商司為替会社の役職・姓名・住所等一覧

役　職 姓　名 名　代 屋　号 業　種 住　所 備　考
頭　取 三井三郎助 斉藤専蔵 越後屋 駿河町
〃 三井次郎右衛門 永田甚八
〃 三井元之助 三野村利左衛門
〃 三井八郎右衛門
〃 小野善助 行岡庄兵衛 井筒屋 両替・油 東京田所町
〃 島田八郎左衛門 伊達忠三郎

藤田藤四郎
恵比寿屋 両替・呉服 東京尾張町

〃 田中治郎左衛門 松本嘉兵衛 田端屋 木綿 勢州安濃津・東京大
伝馬町

〃 小津清左衛門 大市彦蔵 紙・其外荒物 勢州松坂・東京大伝
馬町

〃 下村正太郎 野口次郎兵衛 大丸屋 呉服 東京旅籠町
頭取並・
肝煎

川喜田久太夫 川喜田伊兵衛 木綿 勢州安濃津・東京大
伝馬町

伝馬町組

〃 小林吟次郎 小林猶右衛門 丁子屋 呉服・両替 江州彦根領・東京堀
留町

〃

頭取並 杉浦三郎兵衛 福原弥兵衛 大黒屋 木綿 東京石町4丁目 〃
〃 久住五左衛門 岡田三郎兵衛 久住屋 勢州白子・東京深川

佐賀町
〃

〃 長谷川次郎兵衛 谷伝四郎 丹波屋 木綿 勢州松坂・東京大伝
馬町

〃

〃 松居太七 市川幸兵衛 松為屋 木綿・油 東京伊勢町 〃
〃 中条瀬兵衛 大西彦兵衛 中条屋 茶・醤油 勢州安濃津・東京伊

勢町
〃

〃 外村卯兵衛 佐藤平介 布屋 木綿 江州・東京大阪町 〃
〃 浜口吉右衛門 浜口仁右衛門 広屋 醤油 紀州広村・東京小網

町3丁目
〃

〃 小津与右衛門 森本多平 湯浅屋 干鰯問屋 勢州松坂・深川万年
町

〃

頭取並・
肝煎

高埼長右衛門 高崎屋 地廻酒 東京駒込片町 高崎組

〃 林留右衛門 よしや 小間物・油 東京葭町 〃
頭取並 北村喜平次 駿河屋 蝋 東京通4丁目 〃
〃 永岡儀兵衛 嶋池屋 諸家御用達 東京茅場町 〃
〃 奥三郎兵衛 和泉屋 干鰯・肴 東京新場 〃
〃 飯嶋喜左衛門 近江屋 諸藩用達 東京深川北川町 〃
〃 高井房太郎 田村専介 米屋 両替 大坂・東京霊巌島 〃
〃 伊井吉之助 伊勢屋 油・両替 東京呉服町 〃
〃 吉村甚兵衛 和泉屋 飛脚・両替 東京佐内町 〃
〃 仙波太郎兵衛 諸藩用達 東京高輪 〃
肝煎 鹿嶋清兵衛 鹿嶋屋 酒・諸家用達 東京茅場町 鹿嶋組
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（
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

通
商
司
為
替
会
社
并
御
貸
附
方
頭
取
並
被
免
更
惣
頭
取
申
付
候
事

　
　
　

六
月　

会
計
官

（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

商
社
惣
頭
取
並
兼
帯
申
付
候
事

　
　
　

七
月　

東
京
府

（
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

右
者
東
京
府
ゟ
御
沙
汰
ニ
付
商
社
元
方
出
納
方
役
申
付
候
事

　
　
　

十
月
印

　

表
3
の
役
職
に
関
す
る
任
命
書
が
「
小
津
家
文
書
」
に
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
目
ま
ぐ
る
し
く
組
織
が
変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
こ
で
表
4
に
は
、「
川
喜
田
家
文
書
」
に
残
る
一
八
六
九
年
（
明

治
二
）
の
「
通
商
司
為
替
会
社
」
に
記
さ
れ
た
姓
名
、
役
職
、
屋
号
、

住
所
な
ど
を
一
覧
に
し
た
。
こ
れ
は
、
内
容
か
ら
判
断
し
て
表
3
の
11

「
東
京
為
替
会
社
総
頭
取
」と
書
か
れ
て
い
る
時
期
の
史
料
に
該
当
す
る
。

こ
れ
を
み
て
も
小
津
家
は
、
三
井
・
小
野
・
島
田
の
三
家
の
次
に
田

中
・
下
村
の
両
家
と
一
緒
に
「
頭
取
」
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
に
「
頭
取
並
・
肝
煎
」
の
川
喜
田
家
お
よ
び
「
頭
取
並
」
の
久
住
家
、

長
谷
川
家
、
中
条
家
、
小
津
与
右
衛
門
家
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か

肝煎 鹿嶋利右衛門 鹿嶋屋 伐木 東京深川木場 〃
松沢孫八 大坂屋 蝋 東京本石町3丁目 〃
鹿嶋清左衛門 鹿嶋屋 質 東京茅場町 〃
倉又左衛門 倉永蔵 越前屋 質 東京麹町3丁目 〃
竹原文右衛門 竹原一五郎 両替 東京室町 〃
高津伊兵衛 伊勢屋 鰹節 東京瀬戸物町 〃
後藤長左衛門 伊勢屋 砂糖 東京本町4丁目 〃
小西利右衛門 堀口源兵衛 小西屋 酒 東京茅場町 〃
郡司平八 鴻野屋 煙草 東京和泉橋 〃

肝煎 青地四郎左衛門 伊勢屋 諸家用達 東京御蔵前 青地組
〃 中井新右衛門 播磨屋 両替 東京金吹町 〃

村越庄左衛門 田原屋 呉服 東京田所町 〃
大谷善八 十一屋 米・諸家用達 東京御蔵前 〃
水野徳右衛門 遠州屋 伐木・質 東京深川木場 〃
久次米庄三郎 仁木文右衛門 てノ字大

坂屋
伐木・藍玉 阿波・東京本八丁堀 〃

田辺次郎右衛門 水戸屋 干鰯 東京深川万年町 〃
喜多村富之介 毛利平八 北村屋 干鰯 下総関宿・東京清住

町
〃

出所）「明治2己巳年深秋 通商司為替会社姓名書上写」（川喜田家文書Ⅲか7―2―4）より作成。
備考） 姓名や名代の姓名、屋号、住所などを適宜読みやすく統一し書き直している。また、倉永蔵と竹原一五郎には「名代」ではなく「初

手ニ付」と書かれている。
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47
（

。
表
3
・
4
か
ら
は
、
小
津
家
を
は
じ
め
東
京
の
豪
商
に
も
位
置
づ
け
さ

れ
る
伊
勢
商
人
が
当
時
遂
行
し
た
職
務
や
事
業
が
み
え
て
こ
よ
う
。

お
わ
り
に

　

従
来
、
新
政
府
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
、
お
も
に
政
治
・
経
済
・
軍
事

的
な
側
面
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
む
ろ
ん
調
達
面
で
は
活
躍
し
た
三

井
組
や
小
野
組
か
ら
の
分
析
が
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
次
に
位
置
す
る
豪
商

に
関
し
て
は
十
分
に
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
伊
勢
商
人
が
御

用
金
調
達
に
一
定
程
度
寄
与
し
て
い
た
と
の
仮
説
を
立
て
て
、
ま
ず
拙
稿
で

は
「
川
喜
田
家
文
書
」
か
ら
津
グ
ル
ー
プ
の
川
喜
田
家
や
田
中
家
な
ど
の
対

応
の
解
明
を
試
み
た
。
こ
の
な
か
で
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
小
津
家
と
長
谷
川
家

が
中
心
的
な
役
目
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
長
谷
川
家
に

つ
い
て
は
、
北
島
前
掲
書
で
「
長
谷
川
家
文
書
」
の
分
析
か
ら
論
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
小
津
家
に
つ
い
て
は
そ
の
史
料
か
ら
わ
ず
か
に
触
れ
て
い
る
の
み

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
「
小
津
家
文
書
」
か
ら
、
幕
末
維
新
期
の
御
用
金
調
達

と
諸
事
情
の
一
齣
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。
以
下
に
、
本
稿
で
の
ま

と
め
の
四
点
と
課
題
の
二
点
を
述
べ
て
お
こ
う
。

　

第
一
に
は
、
津
グ
ル
ー
プ
と
同
様
に
松
坂
グ
ル
ー
プ
で
も
応
募
額
と
上
納

額
が
異
な
り
、
ま
た
上
納
時
期
が
津
グ
ル
ー
プ
の
二
回
に
比
べ
て
一
回
か
ら

四
回
ま
で
み
ら
れ
た
。
松
坂
グ
ル
ー
プ
で
は
応
募
額
が
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
小

津
家
と
長
谷
川
家
で
あ
っ
た
も
の
の
、
上
納
し
た
額
は
津
グ
ル
ー
プ
の
川
喜

田
家
と
田
中
家
と
比
較
し
て
低
額
で
あ
っ
た
。
他
方
、
松
坂
グ
ル
ー
プ
の
応

募
額
が
津
グ
ル
ー
プ
と
比
べ
て
低
額
で
あ
り
な
が
ら
も
、
全
納
し
た
豪
商
が

多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
納
入
率
は
津
グ
ル
ー
プ
よ
り
高
か
っ
た
。

　

第
二
に
は
、
上
納
額
が
低
額
で
あ
っ
た
小
津
家
の
理
由
を
探
る
た
め
に
第

三
章
で
着
目
し
た
。
同
家
は
伊
勢
商
人
の
松
坂
グ
ル
ー
プ
で
一
、
二
に
序
列

づ
け
ら
れ
る
豪
商
で
あ
る
一
方
、
東
京
に
お
い
て
も
三
井
・
小
野
・
島
田
・

下
村
な
ど
の
大
呉
服
商
に
比
肩
す
る
豪
商
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
伊
勢

商
人
へ
の
会
計
基
立
金
徴
収
の
応
募
・
上
納
額
だ
け
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
豪

商
の
実
情
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
小
津
家
は
伊
勢
国
松
坂
の
豪
商
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
東
京
の
豪
商
と
し
て
の
存
在
感
も
大
き
く
、
新
政
府
の
成
立

期
に
お
け
る
御
用
金
調
達
に
と
っ
て
多
大
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

　

第
三
に
は
、
東
京
で
は
小
津
家
だ
け
で
な
く
田
中
家
が
同
等
の
役
を
務
め

て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
そ
の
ほ
か
川
喜
田
家
、
長
谷
川
家
、
小
津

与
右
衛
門
家
、
久
住
五
左
衛
門
家
も
み
え
、
伊
勢
商
人
が
転
換
期
に
お
い
て

東
京
の
豪
商
群
の
一
角
を
形
成
し
て
い
た）

48
（

。
こ
の
た
め
、
従
来
の
見
解
で
あ

る
伊
勢
商
人
が
消
極
的
だ
っ
た
姿
勢
に
関
し
て
は
疑
問
符
を
投
げ
掛
け
て
お

き
た
い）

49
（

。

　

第
四
に
は
、
松
坂
グ
ル
ー
プ
と
津
グ
ル
ー
プ
や
久
住
家
を
有
力
な
豪
商
と

す
る
白
子
グ
ル
ー
プ
を
あ
わ
せ
た
幕
末
期
の
伊
勢
商
人
の
な
か
で
、
東
京
で

の
豪
商
群
を
視
野
に
入
れ
た
小
津
家
の
位
置
づ
け
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

現
時
点
の
課
題
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
は
、「
小
津
家
文
書
」
に
は
伊
勢
に
関
す
る
会
計
基
立
金
の
史
料

が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
検
討
を
行
う
こ
と
で
松
坂
に
お



人文学部研究論集（第50号）

（17）

17

け
る
上
納
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、
伊
勢
商
人
の
会
計
基
立
金
に

関
し
て
は
伊
勢
だ
け
で
な
く
東
京
で
も
み
ら
れ
た
た
め
に
、
東
京
で
の
動
向

を
含
め
て
新
政
府
と
の
関
わ
り
方
の
姿
勢
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
は
、
伊
勢
商
人
の
近
代
以
降
の
動
向
が
非
常
に
興
味
深
く
、
今
後

の
課
題
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
川
喜
田
家
と
長
谷
川
家
の
経
営
動
向
に
つ
い
て

は
林
・
石
井
（
一
九
七
四
）
の
極
め
て
優
れ
た
研
究
が
み
ら
れ
る）

50
（

。
こ
れ
に

対
し
て
両
家
の
幕
末
維
新
期
の
経
営
状
態
を
同
家
文
書
か
ら
分
析
し
た
う
え

で
、
同
じ
時
期
に
お
け
る
小
津
家
に
つ
い
て
も
探
る
必
要
が
あ
る）

51
（

。
な
ぜ
な

ら
ば
、
小
津
家
お
よ
び
前
述
の
二
家
に
田
中
家
を
加
え
た
幕
末
維
新
期
伊
勢

商
人
の
四
大
豪
商
の
な
か
で
は
、
小
津
家
が
今
日
も
企
業
と
し
て
継
続
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
現
代
の
経
営
の
あ
り
方
や
今
日
で
も
通
じ
る
商
法
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
小
津
家
の
江
戸
期
か
ら
の
経
営
史
的
研
究
が
不
可

欠
と
な
ろ
う
。

注
記

（
1
） 

末
田
智
樹
（
二
〇
二
三
）「
明
治
新
政
府
の
会
計
基
立
金
募
集
に
よ
る
伊
勢

商
人
の
応
募
額

―
石
水
博
物
館
所
蔵
『
川
喜
田
家
文
書
』
の
分
析

―
」『
中

部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
四
十
九
号
。

（
2
） 

三
重
県
編
（
一
九
九
八
）『
三
重
県
史 

資
料
編 

近
世
四
（
上
）』
同
県
、
七

〇
三
〜
七
一
四
頁
、
北
島
正
元
編
著
（
一
九
六
二
）『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店

―
木
綿
問
屋
長
谷
川
家
の
経
営
を
中
心
と
し
て

―
』
吉
川
弘
文
館
、
五
六

二
〜
五
六
五
頁
。
な
お
、
郷
土
史
研
究
に
お
け
る
伊
勢
商
人
の
会
計
基
立
金
の

指
摘
に
つ
い
て
は
末
田
前
掲
論
文
、
と
く
に
六
頁
を
参
照
。

（
3
） 

北
島
前
掲
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
五
六
四
〜
五
六
五
頁
、
末
田
前
掲
論
文

を
参
照
。
な
お
、
本
稿
で
は
「
商
人
」
以
外
に
「
商
家
」
と
「
豪
商
」
に
表
現

を
統
一
し
て
い
る
。

（
4
） 

末
田
前
掲
論
文
、
と
く
に
五
〜
六
頁
を
参
照
。

（
5
） 

同
右
、
と
く
に
七
〜
八
頁
を
参
照
。

（
6
） 

同
右
、
と
く
に
一
五
頁
を
参
照
。

（
7
） 

前
掲
『
三
重
県
史 

資
料
編
』
七
〇
〜
八
一
・
一
二
〇
〜
一
二
三
・
四
四
〇

〜
四
五
一
頁
、
松
阪
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九
八
三
）『
松
阪
市
史 

第
十

二
巻 

史
料
篇 

近
世
（
二
）
経
済
』
勁
草
書
房
、二
七
〇
〜
三
〇
七
頁
。
筆
者
は
、

松
阪
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
阪
歴
史
文
化
舎
が
管
理
す
る
「
小
津
家
文
書
」
か
ら

会
計
基
立
金
の
上
納
額
と
応
募
額
に
関
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
可
能
な
史
料
を
発
見

し
た
た
め
に
、
本
稿
で
は
ま
ず
そ
の
貴
重
な
史
料
を
紹
介
す
る
。
な
お
「
小
津

家
文
書
」
に
は
、
本
史
料
以
外
に
新
政
府
に
よ
る
会
計
基
立
金
や
そ
れ
に
関
連

す
る
史
料
が
数
多
く
確
認
で
き
た
た
め
、
今
後
、
分
析
を
加
え
て
い
き
た
い
。

（
8
） 

小
津
三
百
三
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
八
三
）『
小
津
三
百
三
十
年
の

あ
ゆ
み
』
株
式
会
社
小
津
商
店
、
七
七
〜
八
〇
頁
、
嶋
田
謙
次
（
一
九
八
七
）

『
伊
勢
商
人
』
伊
勢
商
人
研
究
会
、
二
三
二
〜
二
三
三
頁
、
東
京
都
中
央
区
委

員
会
編
（
一
九
九
五
）『
中
央
区
旧
家
所
蔵
文
書

―
小
津
商
店
・
佐
々
木
印
店
・

中
村
家
文
書

―
』
同
委
員
会
、
一
八
五
頁
、
松
阪
古
文
書
研
究
会
編
（
二
〇

〇
六
）『
小
津
清
左
衛
門
長
柱
日
記
（
一
）
松
阪
市
史
料
叢
書
第
一
集
』
松
阪

市
教
育
委
員
会
文
化
課
郷
土
資
料
室
、一
三
三
頁
、大
喜
多
甫
文
（
二
○
一
五
）

「
幕
末
・
維
新
期
の
伊
勢
商
人

―
小
津
清
左
衛
門
家
の
場
合

―
」『
三
重
の

古
文
化
』
第
一
○
○
号
、
一
四
五
頁
、
大
喜
多
甫
文
（
二
〇
一
七
）『
伊
勢
商

人
と
江
戸
店
』
私
家
版
、
二
二
七
〜
二
二
九
頁
。

（
9
） 

拙
稿
で
は
西
村
三
郎
右
衛
門
家
も
一
万
両
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
が
、

同
家
は
相
可
村
の
豪
商
で
あ
っ
た
。
西
村
家
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

ま
た
、
例
え
ば
三
重
県
編
（
二
〇
二
〇
）『
三
重
県
史 

通
史
編 

近
世
二
』
同
県
、

四
〇
二
・
四
〇
七
頁
に
は
「
松
坂
の
長
者
番
付
『
勢
州
松
阪
持
丸
長
者
鏡
』（
近

世
4
（
上
）
付
録
）
に
よ
る
と
東
の
大
関
は
魚
町
の
長
谷
川
（
丹
波
屋
）
治
郎
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右
衛
門
、
西
の
大
関
は
湊
町
の
長
井
（
大
和
屋
）
嘉
左
衛
門
で
、
両
大
関
と
も

木
綿
商
人
で
あ
っ
た
」
や
、「
小
津
清
左
衛
門
は
『
勢
州
松
阪
持
丸
長
者
鏡
』

に
は
中
央
の
柱
の
部
分
に
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
番
付
の
別
格
の
商
人
で
あ

る
」
と
あ
り
、「
勢
州
松
阪
持
丸
長
者
鏡
」
の
掲
載
位
置
か
ら
も
、
小
津
家
と

長
谷
川
家
と
長
井
家
が
松
坂
に
お
け
る
三
大
豪
商
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き

る
。

（
10
） 

末
田
前
掲
論
文
、
と
く
に
七
〜
八
頁
を
参
照
。
八
頁
の
表
1
で
使
用
し
た
前

掲
『
三
重
県
史 
資
料
編
』
の
「
長
谷
川
家
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
記

述
の
た
め
原
史
料
か
ら
確
認
し
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

（
11
） 

末
田
前
掲
論
文
、
と
く
に
九
〜
一
〇
頁
を
参
照
。

（
12
） 

同
右
。
な
お
、
割
合
に
つ
い
て
は
小
数
点
以
下
の
数
字
を
四
捨
五
入
し
て
い

る
。

（
13
） 

末
田
前
掲
論
文
、
と
く
に
九
〜
一
〇
頁
を
参
照
。

（
14
） 

沢
田
章
（
一
九
六
六
）『
明
治
財
政
の
基
礎
的
研
究
（
復
刻
）』
柏
書
房
、
九

七
〜
九
八
頁
に
は
、「
次
に
四
日
市
元
立
金
の
六
月
分
に
就
い
て
云
え
ば
、
同

廿
八
日
納
金
三
千
両
と
あ
る
が
、『
会
計
官
調
達
金
元
帳
』
に
は
同
日
松
坂
町

小
津
、
長
谷
川
両
人
よ
り
金
弐
千
両
調
達
し
て
居
る
の
み
で
あ
る
。
四
日
市
か

ら
金
三
千
両
調
達
し
た
の
は
、
是
よ
り
先
き
、
閏
四
月
十
四
日
と
な
っ
て
居
る
。

尚
お
九
月
、
十
月
、
十
一
月
の
莫
大
の
金
額
も
右
の
大
津
同
様
で
あ
っ
て
『
会

計
官
調
達
金
元
帳
』
に
は
見
当
た
ら
ぬ
疑
わ
し
い
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
た
め
、

さ
ら
な
る
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
15
） 

末
田
前
掲
論
文
、
と
く
に
一
〇
頁
の
表
2
を
参
照
。

（
16
） 

北
島
前
掲
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
で
は
、
第
八
章
に
「
幕
末
期
の
問
屋
仲

間
と
長
谷
川
家
の
経
営
状
態
」
四
四
三
〜
五
〇
七
頁
、
第
九
章
に
「
松
坂
御
為

替
組
と
長
谷
川
家
」
五
〇
九
〜
五
六
九
頁
な
ど
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
17
） 

大
喜
多
前
掲『
伊
勢
商
人
と
江
戸
店
』二
一
四
〜
二
一
八
頁
。
北
島
前
掲『
江

戸
商
業
と
伊
勢
店
』
五
六
八
〜
五
六
九
頁
。
北
島
編
の
見
解
に
つ
い
て
は
前
掲

『
三
重
県
史 

通
史
編
』
三
六
八
頁
に
も
同
様
の
見
解
が
み
ら
れ
る
。

（
18
） 

前
掲
『
三
重
県
史 

資
料
編
』
七
〇
頁
、
前
掲
『
松
阪
市
史
』
二
七
〇
・
五

五
四
〜
五
五
五
頁
、
前
掲
『
小
津
清
左
衛
門
長
柱
日
記
（
一
）』
一
二
六
頁
。

ま
た
、
小
津
三
百
三
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
八
三
）『
小
津
三
百
三
十

年
の
あ
ゆ
み 

小
津
の
い
ま
む
か
し
』
株
式
会
社
小
津
商
店
、
一
六
〜
一
七
頁

の
「
小
津
本
家
略
系
図
」、お
よ
び
小
西
良
明
（
小
津
史
料
館
）
編
（
二
○
二
一
）

『
江
戸
大
傳
馬
町
壱
丁
目 

松
坂
商
人
関
係
人
名
録

―
系
譜
・
屋
敷
図
・
諸
問

屋
仲
間
組
合
他

―
』
株
式
会
社
小
津
商
店
、
五
〜
六
頁
を
参
照
。
な
お
、
前

掲
『
小
津
の
い
ま
む
か
し
』
と
小
西
編
前
掲
『
松
坂
商
人
関
係
人
名
録
』
に
は

「
三
好
隼
人
祐
長
年
」
と
あ
る
。

（
19
） 

前
掲
『
三
重
県
史 

資
料
編
』
七
〇
〜
七
二
頁
、前
掲
『
松
阪
市
史
』
二
七
〇
・

五
五
五
頁
、
前
掲
『
小
津
三
百
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
一
〜
二
頁
、
前
掲
『
小
津

清
左
衛
門
長
柱
日
記
（
一
）』
一
二
六
〜
一
二
七
頁
、
小
西
編
前
掲
『
松
坂
商

人
関
係
人
名
録
』
六
頁
。

（
20
） 

前
掲
『
三
重
県
史 

資
料
編
』
七
二
〜
七
三
頁
、
前
掲
『
松
阪
市
史
』
二
七

〇
頁
、
前
掲
『
小
津
三
百
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
三
〜
四
頁
、
前
掲
『
小
津
清
左

衛
門
長
柱
日
記
（
一
）』
一
二
七
〜
一
二
八
頁
、
小
西
編
前
掲
『
松
坂
商
人
関

係
人
名
録
』
六
頁
。

（
21
） 

前
掲
『
三
重
県
史 

資
料
編
』
七
三
〜
七
六
頁
、
前
掲
『
松
阪
市
史
』
二
七

一
頁
、
前
掲
『
小
津
三
百
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
七
・
四
四
〜
四
六
頁
、
前
掲
『
小

津
清
左
衛
門
長
柱
日
記
（
一
）』
一
二
八
〜
一
二
九
頁
、
小
西
編
前
掲
『
松
坂

商
人
関
係
人
名
録
』
七
頁
。

（
22
） 

前
掲
『
三
重
県
史 

資
料
編
』
七
六
頁
、
前
掲
『
松
阪
市
史
』
二
七
一
〜
二

七
二
頁
、
前
掲
『
小
津
三
百
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
一
八
・
五
○
頁
、
前
掲
『
小

津
清
左
衛
門
長
柱
日
記
（
一
）』
一
二
九
〜
一
三
〇
頁
、
小
西
編
前
掲
『
松
坂

商
人
関
係
人
名
録
』
八
・
九
・
五
〇
・
五
五
〜
五
八
頁
。

（
23
） 
前
掲
『
松
阪
市
史
』
二
七
二
頁
、
前
掲
『
小
津
三
百
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
五

一
〜
五
二
頁
、
前
掲
『
小
津
清
左
衛
門
長
柱
日
記
（
一
）』
一
三
一
頁
、
小
西

編
前
掲
『
松
坂
商
人
関
係
人
名
録
』
九
頁
。
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（
24
） 

前
掲
『
松
阪
市
史
』
二
七
二
〜
二
七
三
頁
、
前
掲
『
小
津
清
左
衛
門
長
柱
日

記
（
一
）』
一
三
一
〜
一
三
三
頁
、
小
西
編
前
掲
『
松
坂
商
人
関
係
人
名
録
』

九
〜
十
一
頁
。

（
25
） 
前
掲
『
松
阪
市
史
』
二
七
三
頁
、前
掲
『
小
津
清
左
衛
門
長
柱
日
記
（
一
）』

一
三
二
頁
、
小
西
編
前
掲
『
松
坂
商
人
関
係
人
名
録
』
十
一
〜
十
二
・
三
二
〜

三
三
頁
。

（
26
） 

前
掲
『
松
阪
市
史
』
二
七
三
頁
、
前
掲
『
小
津
三
百
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
二

二
頁
、前
掲
『
小
津
清
左
衛
門
長
柱
日
記
（
一
）』
一
三
三
頁
、小
西
編
前
掲
『
松

坂
商
人
関
係
人
名
録
』
十
一
〜
十
二
頁
。

（
27
） 

大
喜
多
前
掲
「
幕
末
・
維
新
期
の
伊
勢
商
人
」、
大
喜
多
前
掲
『
伊
勢
商
人

と
江
戸
店
』
二
〇
五
〜
二
一
二
・
二
一
八
〜
二
二
一
・
二
二
七
・
二
三
六
頁
を

参
照
。
な
お
、
大
喜
多
の
前
者
の
論
考
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
が
、
後
者
に
所

収
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
前
掲
『
三
重
県
史 

資
料
編
』
四
四
二
・
四
四
七
〜

四
四
八
頁
、
前
掲
『
松
阪
市
史
』
二
七
四
〜
二
七
五
・
三
〇
一
〜
三
〇
二
頁
を

参
照
。

（
28
） 

大
喜
多
前
掲
「
幕
末
・
維
新
期
の
伊
勢
商
人
」
一
四
四
〜
一
四
五
頁
、
大
喜

多
前
掲
『
伊
勢
商
人
と
江
戸
店
』
二
二
〇
〜
二
二
一
頁
。
こ
の
ほ
か
、前
掲
『
三

重
県
史 

資
料
編
』
四
四
五
・
四
四
八
〜
四
四
九
頁
、
前
掲
『
松
阪
市
史
』
二

七
五
頁
、
前
掲
『
小
津
三
百
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
三
一
〜
三
四
頁
、
北
島
前
掲

『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
五
三
五
〜
五
三
六
頁
を
参
照
。

（
29
） 

前
掲
『
三
重
県
史 

資
料
編
』
四
四
八
〜
四
四
九
頁
、
前
掲
『
松
阪
市
史
』

三
〇
二
頁
。

（
30
） 

前
掲
『
小
津
清
左
衛
門
長
柱
日
記
（
一
）』
一
三
三
・
一
三
八
〜
一
四
〇
頁
。

現
在
、
第
九
集
ま
で
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
翻
刻
作
業
が
期
待
さ
れ
る
。

（
31
） 

前
掲
『
松
阪
市
史
』
二
七
六
頁
。

（
32
） 

末
田
前
掲
論
文
、
七
〜
八
頁
。

（
33
） 

沢
田
前
掲
『
明
治
財
政
の
基
礎
的
研
究
』
七
一
〜
八
一
頁
、
財
団
法
人
三
井

文
庫
編
（
一
九
八
〇
）『
三
井
事
業
史 

本
篇 

第
二
巻
』
同
文
庫
、
一
八
〜
二
〇

頁
、
岩
崎
宏
之
（
一
九
七
二
）「
明
治
維
新
期
の
東
京
に
お
け
る
商
人
資
本
の

動
向

―
東
京
商
社
を
中
心
に
し
て

―
」
西
山
松
之
助
編
『
江
戸
町
人
の
研

究 

第
一
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
五
五
五
〜
五
五
七
頁
。

（
34
） 

沢
田
前
掲
『
明
治
財
政
の
基
礎
的
研
究
』
七
七
〜
七
九
頁
、
前
掲
『
三
井
事

業
史 

本
篇
』
一
九
頁
、
宮
本
又
次
（
一
九
七
〇
）『
小
野
組
の
研
究 

第
二
巻

―
前
期
的
資
本
の
展
開
過
程
（
下
）

―
』
大
原
新
生
社
、
一
〇
〇
二
頁
、

岩
崎
前
掲
論
文
、
五
五
六
頁
。

（
35
） 

沢
田
前
掲
『
明
治
財
政
の
基
礎
的
研
究
』
七
九
〜
八
一
頁
、
前
掲
『
三
井
事

業
史 

本
篇
』
二
〇
頁
、
宮
本
前
掲
『
小
野
組
の
研
究
』
一
〇
〇
三
頁
、
岩
崎

前
掲
論
文
、
五
五
七
頁
、
小
西
編
前
掲
『
松
坂
商
人
関
係
人
名
録
』
一
八
二
頁
。

（
36
） 

為
替
方
に
任
命
さ
れ
て
い
た
三
井
・
小
野
・
島
田
の
三
家
に
は
、
別
に
上
納

金
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
前
掲
『
三
井
事
業
史 

本
篇
』
八
〜

一
九
頁
、
宮
本
前
掲
『
小
野
組
の
研
究
』
九
三
五
〜
九
九
六
頁
を
参
照
。

（
37
） 

「
仮
題
（
慶
応
四
年
辰 

会
計
官
御
用
掛
り
拝
命
ニ
付
書
留
）」（
小
津
家
文
書

Ｃ
三
二
二
）。
な
お
、引
用
史
料
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
原
文
通
り
に
し
た
が
、

適
宜
、
読
み
や
す
い
形
に
整
え
た
。

（
38
） 

前
掲
『
三
井
事
業
史 

本
篇
』
一
九
〜
二
〇
頁
に
は
、
三
井
家
が
三
〇
万
両

か
ら
五
万
両
へ
減
額
さ
れ
た
理
由
が
、「
三
井
家
が
京
都
・
大
阪
に
お
い
て
す

で
に
御
用
金
の
調
達
に
応
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
は
調
達
に
応
じ

か
ね
る
ほ
ど
の
額
で
あ
り
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
「
事
情
は
指
令
を
受
け
た
他
の

商
人
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
三
井
以
外
で
も
そ
れ
ぞ
れ
減
額
を
歎
願
し
、

結
局
最
初
に
指
定
し
た
八
六
万
両
の
う
ち
、
調
達
で
き
た
の
は
、
総
額
わ
ず
か

に
九
万
両
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

小
西
編
前
掲
『
松
坂
商
人
関
係
人
名
録
』
一
八
二
頁
に
は
三
井
家
と
鹿
嶋
家
の

ほ
か
小
津
清
左
衛
門
、
三
谷
三
九
郎
、
小
野
善
助
、
村
越
庄
左
衛
門
、
島
田
八

郎
左
衛
門
、
川
村
伝
左
衛
門
、
青
地
四
郎
左
衛
門
、
大
和
屋
三
郎
左
衛
門
の
八

家
に
関
し
て
「
減
額
歎
願
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
小

津
家
の
事
情
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。
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（
39
） 

今
後
は
、
こ
の
時
期
の
長
柱
に
よ
る
日
記
の
史
料
調
査
を
進
め
た
い
。

（
40
） 

前
掲
『
三
井
事
業
史 

本
篇
』
二
〇
頁
、財
団
法
人
三
井
文
庫
編
（
一
九
七
七
）

『
三
井
事
業
史 

資
料
篇
二
』
同
文
庫
、
二
五
三
〜
二
五
四
・
二
七
三
頁
、
宮
本

前
掲
『
小
野
組
の
研
究
』
一
〇
〇
二
〜
一
〇
〇
五
頁
、
岩
崎
前
掲
論
文
、
五
五

八
〜
五
六
〇
頁
を
参
照
。
ま
た
、
前
掲
『
松
阪
市
史
』
二
七
六
〜
二
七
七
頁
の

「
小
津
家
文
書
」
の
「
近
世
家
史
（
抄
）
安
政
二
〜
明
治
七
年
」
に
も
小
津
清

左
衛
門
が
「
会
計
官
附
属
商
法
知
司
事
」
に
任
命
さ
れ
た
記
録
が
み
ら
れ
る
。

ほ
か
に
前
掲
『
小
津
三
百
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
七
八
〜
七
九
頁
、
小
西
編
前
掲

『
松
坂
商
人
関
係
人
名
録
』
一
八
二
頁
を
参
照
。

（
41
） 

前
掲
「
仮
題
（
会
計
官
御
用
掛
り
拝
命
ニ
付
書
留
）」（
小
津
家
文
書
）

（
42
） 

宮
本
又
次
（
一
九
七
〇
）『
小
野
組
の
研
究 

第
四
巻

―
前
期
的
資
本
の
興

亡
過
程
（
下
）

―
』
大
原
新
生
社
、四
三
四
頁
に
は
、「
三
井
三
郎
助
は
鹿
島
・

竹
原
・
田
中
・
小
津
の
四
家
と
と
も
に
商
法
知
司
事
と
な
り
、
三
野
村
ほ
か
一

名
の
手
代
と
小
野
の
手
代
行
岡
庄
兵
衛
が
知
司
事
補
に
な
り
、
ま
た
中
井
・
仙

波
な
る
富
商
に
ま
じ
っ
て
三
井
両
替
店
の
手
代
永
田
甚
七
が
商
法
判
司
事
に
任

ぜ
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
の
小
津
家
の
前
川
仁
兵
衛
、
田
中

家
の
橋
本
嘉
兵
衛
に
つ
い
て
も
正
式
に
任
命
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、
今
後
の

検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
掲
『
松
阪
市
史
』
二
七
七
頁
に
前
川
と
橋

本
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
43
） 

筆
者
が
「
小
津
家
文
書
」
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、（
2
）
の
史
料
に
関
連
す

る
正
式
な
通
知
書
と
し
て
次
の
二
点
（
小
津
家
文
書
Ｂ
一
九
六
・
Ｂ
一
九
七
）

を
確
認
で
き
た
。

 

（
10
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

 

　
　

 

今
般
申
諭
之
趣
相
弁
御
用
途
之
内
江
金
壱
万
五
千
両
差
出
候
段
奇
特
之
事

ニ
候
、
依
之
為
御
褒
美
米
百
五
拾
俵
被
下
候
事

 

　
　
　
　
　

九
月
印

 

（
11
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
清
左
衛
門

 

　
　

御
東
幸
ニ
付
御
用
途
相
弁
候
旨
ヲ
以
此
度
改
テ
苗
字
帯
刀
申
付
候
事

 

　
　
　
　
　

九
月
印

（
44
） 

前
掲
『
三
井
事
業
史 

本
篇
』
二
一
頁
、
岩
崎
前
掲
論
文
、
五
六
一
〜
五
六

二
頁
を
参
照
。

（
45
） 

岩
崎
前
掲
論
文
、
五
六
三
頁
、
小
西
編
前
掲
『
松
坂
商
人
関
係
人
名
録
』
一

八
二
〜
一
八
三
頁
。
な
お
、
田
中
治
郎
左
衛
門
家
を
は
じ
め
川
喜
田
久
太
夫
家
、

長
谷
川
次
郎
兵
衛
家
の
役
職
を
調
査
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。

（
46
） 

「
仮
題
（
九
月
十
二
日 

小
津
清
左
衛
門 

会
計
官
附
属
商
法
知
司
事
申
付
候

事
）」（
小
津
家
文
書
Ｂ
二
一
八
）、「
仮
題
（
小
津
清
左
衛
門 

会
計
官
為
替
方

御
用
申
付
に
つ
き
状 

明
治
元
年
辰
十
二
月 

会
計
官
）」（
小
津
家
文
書
Ｂ
二
二

二
）、「
仮
題（
小
津
清
左
衛
門 

会
計
官
為
替
方
頭
取
並
申
付 

巳
正
月 

会
計
官
）」

（
小
津
家
文
書
Ｂ
二
二
〇
）、「
仮
題
（
明
治
二
年
巳
五
月 

通
商
司
為
替
会
社
御

貸
附
方
頭
取
並
申
付
候
事 

会
計
官 

小
津
清
左
衛
門
）」（
小
津
家
文
書
Ｂ
二
二

三
）、「
仮
題
（
六
月 

通
商
司
為
替
会
社
貸
附
方
頭
取
を
罷
免
惣
頭
取
を
申
付 

会
計
官 

小
津
清
左
衛
門
）」（
小
津
家
文
書
Ｂ
二
二
四
）、「
仮
題
（
七
月 

商
社

惣
頭
取
並
兼
帯
申
付 

東
京
府 

小
津
清
左
衛
門
）」（
小
津
家
文
書
Ｃ
二
二
六
）、

「
仮
題
（
小
津
清
左
衛
門 

東
京
府
ゟ
商
社
元
方
出
納
方
役
申
付
ら
る 

商
社
会
館

頭
取
之
印
）」（
小
津
家
文
書
Ｂ
二
〇
九
―

二
）、
お
よ
び
小
西
編
前
掲
『
松
坂
商

人
関
係
人
名
録
』
一
八
二
〜
一
八
四
頁
を
参
照
。

（
47
） 

前
掲
『
小
津
三
百
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
七
九
〜
八
〇
頁
を
参
照
。「
川
喜
田

家
文
書
」
に
は
、「
明
治
二
己
巳
六
月 

通
商
司
為
替
会
社
規
則 

川
喜
田
所
持
」

も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
通
商
司
の
設
置
後
の
為
替
会
社
に
関
し
て
は
岩
崎
前

掲
論
文
、
五
七
八
〜
五
八
七
頁
で
分
析
さ
れ
い
る
が
、
前
述
の
「
川
喜
田
家
文

書
」
の
史
料
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
表
4
の
史
料
と
と
も
に
、
明

治
初
期
の
豪
商
の
役
割
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
た
め
今
後
、
分
析
を
試

み
た
い
。

（
48
） 

田
中
治
郎
左
衛
門
家
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
三
重
県
史 

資
料
編
』
七
一
四
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〜
七
一
八
頁
に
「
田
中
家
日
記
と
商
法
司
勤
役
」
と
題
さ
れ
た
史
料
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
本
史
料
か
ら
は
、本
文
表
3
の
3
の
「
商
法
会
所
取
締
頭
取
」（
本

史
料
の
通
り
引
用
。
以
下
同
じ
）、
4
の
「
会
計
官
為
替
方
御
用
」、
5
の
「
為

替
方
頭
取
並
」、
7
の
「
商
法
司
取
締
頭
取
」、
10
の
「
商
社
惣
頭
取
並
」
と
確

認
で
き
る
。
今
後
は
、
麗
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
の
「
田
端
屋
古
文
書
」
を
調
査

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
49
） 

伊
勢
商
人
の
消
極
的
な
姿
勢
に
関
し
て
は
、
前
掲
『
三
重
県
史 

資
料
編
』

三
六
・
七
〇
三
頁
、
前
掲
『
三
重
県
史 

通
史
編
』
三
六
八
頁
を
参
照
。

（
50
） 

林
玲
子
・
石
井
寛
治
（
一
九
七
四
）「
川
喜
田
商
店
」
八
一
〜
一
五
五
頁
、「
長

谷
川
商
店
」
一
五
五
〜
一
七
八
頁
、
山
口
和
雄
編
著
『
日
本
産
業
金
融
史
研
究　

織
物
金
融
篇
』
東
京
大
学
出
版
会
を
参
照
。

（
51
） 

幕
末
維
新
期
の
三
井
家
で
生
じ
て
い
た
非
常
に
窮
迫
し
た
経
営
状
態
の
動
向

に
つ
い
て
、
店
制
改
革
と
そ
の
改
革
の
位
置
づ
け
か
ら
明
ら
か
に
し
た
安
岡
重

明
（
一
九
六
七
）「
明
治
初
年
、
三
井
家
の
店
制
改
革
」
宮
本
又
次
編
『
商
品

流
通
の
史
的
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
が
参
考
に
な
る
。
前
掲
『
三
重
県
史 

資
料
編
』
三
六
〜
三
七
・
七
一
八
〜
七
二
一
頁
に
は
、
重
要
な
見
解
と
し
て
三

井
家
が
営
業
組
織
改
革
を
東
京
と
大
坂
、
松
坂
の
御
用
所
設
立
で
実
現
し
て

い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

付
記

　

本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
伊
勢
商
人
の
蔵
書
形
成
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
岡
本
聡
／
課
題
番
号22K

00352

）
の
助
成
を
受
け
て

調
査
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
使
用
し
た
「
小
津
家
文
書
」
に
つ
い
て
は
杉
山
亜

沙
佳
氏
（
松
阪
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
）、
扇
野
耕
多
氏
（
松
阪
歴
史
文
化
舎
学

芸
員
）、
小
西
良
明
氏
（
小
津
史
料
館
副
館
長
）、「
川
喜
田
家
文
書
」
に
つ
い
て
は
龍
泉

寺
由
佳
氏
（
石
水
博
物
館
学
芸
員
）、
桐
田
貴
史
氏
（
石
水
博
物
館
学
芸
員
）
に
具
体
的

か
つ
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
岡
本
聡
先
生
（
中
部
大
学
人
文
学
部
教
授
）
に

は
、
本
研
究
の
開
始
当
初
よ
り
伊
勢
商
人
に
関
す
る
文
献
・
資
料
の
ご
提
供
な
ら
び
に
大

変
手
厚
い
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
記
し
て
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

 

（
二
〇
二
三
年
四
月
二
十
日
受
理
）
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